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2008-09年度 地区ガバナーを仰せ付かりました矢橋です。ロータリアン諸兄とロータリーを楽しんでいきた

いと思います。よろしくお願い申し上げます。…と、ここでは「ロータリアン諸兄」と言ってみました。辞書で

は諸兄を「男性が、同性の友人たち･同輩あるいは近しい先輩などに対して、敬愛の気持ちをこめていう語」と

あります。女性ロータリアンも増えているなかで同性を限定しているような表現ですが、ご容赦をお願いしま

す。諸兄にこだわるのは、「ロータリーの友」におけるRI会長メッセージが「DEAR FELLOW ROTARIANS,」

で始まるからです。日本語版では「親愛なる同僚ロータリアンの皆さん」と表記されます。「同僚」という単語か

らは、職場の仲間が想起されます。「同僚の皆さん」という呼びかけは、日常あまり聞かない表現だなぁ、と友

誌の横組みをめくるたびに思います。違和感は、かえって印象に残ります。「同僚ロータリアン」。この部分を

抜き出して改めて眺めてみても、非日常的な言葉です。その非日常性に、「同僚」意識を高める効用があります。

「同僚」意識の喚起がロータリーの職業奉仕につながる、とのメッセージが込められているのでは、と推測してい

ます。

RI会長メッセージ、手続要覧などロータリーに関する文言は、英語で発信されます。的確な和訳に、関係者が

腐心されています。RIテーマも和訳が必要です。今年度RI会長の李東建さんが掲げるテーマ「夢をかたちに」は、

「Make Dreams Real」の和訳。直訳すると「夢を現実に」でしょうか。私は英語が不得手ですが、中学生が習

う英単語･英文法を駆使するとそんな感じかと思われます。これが高校生の受験英語になると、意訳が求めら

れます。李東建さんは「Make Dreams Real」から何を伝えたいのか。夢の現実化とはどういう状態を指すのか。

ロータリー用語を和訳する方々は語学堪能ですので、高度な語彙を組み合わせます。その結果生まれたのが

「夢をかたちに」。英文和訳は、長文を訳すよりも簡素な3つの単語を訳す方が難しいことでしょう。現実をか

たちに替えるだけで雰囲気が和らぎます。

夢は、睡眠中に見るだけでは、目覚めて間もなく忘れてしまいます。はかない夢、なんて表現もあります。

夢は、寝ている最中に見るだけのものでもありません。希望や願望も夢の類です。夢みたいなことを言って、

と若かりし頃たしなめられた経験をお持ちの方も多いのではないでしょうか。事業で成功を収めたロータリア

ンは、数多くいらっしゃいます。夢みたいな、と言われた仕事を実践した成果なら、それこそ「夢をかたちに」

した素晴らしい事例です。睡眠中に見る夢にもいろいろあります。もう一度見たい楽しい夢もあれば、怖い夢

にうなされたりすることがあります。「夢をかたちに」といっても、なんでもかんでも現実にすればいいもので

もなくありません。怖い夢は朝起きて、顔を洗っているあいだに忘れてしまいたいものです。一方で楽しい夢

は、現実になれば嬉しいものであります。あれは正夢だったのか！とうかれるようなことがあります。うなさ

れるよりもうかれる方がいいのです。つまり、かたちにすべきは実現すると喜ばれる夢であります。その夢は、

もちろん悪夢ではありません。正夢になって嬉しい夢。「夢をかたちに」は、ひとことでいえば「正夢」。3つの

英単語を2つの漢字に訳すのもそっけないからと、あえて「夢をかたちに」にしたのだと勝手に解釈しています。

夢をかたちにしてみませんか？
国際ロータリー第2510地区

2008－2009年度ガバナー　矢橋　温郎
（札幌西RC）
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「夢をかたちに」のロゴマークは、白地に青と赤が絡み合

っています。韓国出身のRI会長にちなんで太極旗をモチー

フにしたようにも窺えます。デザインは、母親が子どもをあ

やしている様子に映ります。ほほえましい光景が、ロゴマー

クからにじみます。他方、悲しい想像を働かせると、病気

の子どもを介抱する母親にも見えてしまいます。最悪の場

合、病死した子どもを抱き上げ、現実を直視できず悲しみに

暮れる母親、にも。李東建さんは、子供の死亡率が高止まり

なのを非常に心配しています。要因は、衛生的な問題であ

り、食糧的な問題であり、それらに連なる経済的な問題、事故、戦争、そして災害などがあります。最近でも

ミャンマーのサイクロン、中国･四川省の大地震で多くの命が失われました。中国では学校が倒壊し、たくさん

の児童が亡くなりました。我が子を掘り出し、抱え、泣き叫ぶ母親が、テレビに映し出されました。その姿は、

まさにこのロゴマークでした。私が生まれる11年前、1923年に関東大震災が発生しました。この大正の大災害

時、世界中のロータリアンから日本に義捐金が寄せられました。昭和を経て平成になった今でも、地震は無く

なりません。とはいえ85年前の地震が、ロータリー･クラブは何ができるかを日本に示唆してくれたのも確か

です。「夢をかたちに」といっても、悪夢はかたちにしてはいけない。母親がロゴマークで抱く子どもは元気で、

夢や希望を抱えていなくてはいけないのであります。

元気な子どもたちが「僕ね」「私ね」と我先に夢を聞いて欲しいとせがむ世の中。

そんな子どもたちの夢を語る姿を好々爺然として目を細めて聞ける世の中。

そんな世の中が正夢になりますよう。

国際ロータリー第2510地区
2008－2009年度

地 区 目 標

１．４つのテストを唱和しよう。
職業倫理をもう一度高めるよう見直そう。

２．ロータリー財団に１人100ドル、ポリオ･プラスに１クラブ
1,000ドルを協力しよう。
財団はロータリー活動の推進力。皆で応援しよう。

３．１クラブ１名純増を達成しよう。
現在の会員数の水準を維持し年度末までに年間１名純増を。

2008－2009年度

国際ロータリー
テーマ

「Make Dreams Real」
「夢をかたちに」
世界の｢子供たち｣に光を当てよう。

●ポリオ撲滅　●保健と飢餓追放
●水の保全　　●識字率向上

強
調
事
項
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ロータリーの奉仕の最たる特質は、一貫して、やるべき
ことは成し遂げるというロータリアンの固い志に表れてい
ます。私たちは日々、何千、何万という地域社会の中で、
周囲を見回し、どこで、どのような形で人々を助けるのが
ベストかに思いを巡らせています。

私たちが行う支援活動はさまざまな状況に対応するもの
であり、その方法もまた多種多様です。クラブのレベルで
は、学校に本を寄贈したり、身体障害者の世話をしたり、
職業プログラムでボランティアをするなどの活動がありま
す。クラブ同士が協力し合えば、単一クラブでは実現でき
ないようなプロジェクトも可能になります。さらには、ロ
ータリー財団の支援の下に、世界中の全クラブが一体とな
ったとき、最も遠大かつ重要な目標である「世界からのポ
リオの撲滅」に渾身の力で取り組むことさえ可能になりま
した。

奉仕プロジェクトを選ぶにあたって、私たちは最大の成
果が期待でき、後々まで恩恵が残されるものを実施するよ
う最善を尽くします。しかし、素晴らしい世界を後世に残
すためには、まず、最も若い世代に焦点を当てなければな
りません。ですから、2008-09年度、私は世界中のロー
タリアンの皆さんに地域社会の最も大切な資源である「子
供たち」に光を当てていただきたいのです。

健康を享受する機会は、すべての子供に与えられて当然
のものです。しかしながら、毎日、避けられるはずの原因
で命を落とす５歳未満の子供の数が３万人を超えているの
が現状です。この数字を初めて知ったとき、私は、そんな
馬鹿な、何かの間違いに違いないと思ったものです。しか
し、その数字に誤りはありませんでした。悲しいかな、世
界では毎日のように、肺炎やはしか、マラリアといった治
療可能な病気で死んでいく子供たちが後を絶たないので
す。最も基本的な資源であるきれいな水が手に入らないた
めに死んでいく人々も一日に何千人といます。栄養失調や
貧困も、ほかの要因と絡み合って、多くの人々の命を奪う
主な原因となっています。

今後１年間の私の希望は、子供の死亡率の低下をクラブ
と地区の奉仕プロジェクトの主要目標にしていただくこと
です。

この思いから、私は2008-09年度のRIテーマを「夢を
かたちに」としました。食糧と水、保健と就学、充実した
人生を送り、寿命をまっとうすること……、これは（今現
在）多くの子供たちにとって見果てぬ夢に過ぎません。
2008-09年度、このような子供たちとその家族のために、
どうか「夢をかたちに」してくださるようお願いいたしま
す。そして、幸せと健康に恵まれた平和な世界を築くとい
うロータリーの夢に向かって、私とともに歩み、活動して
ください。

子供の死亡のほとんどは開発途上国で起きているため、
ここに私たちは力を注がなければなりません。一方、それ
ぞれのロータリークラブも地元地域の子供たちの安全と健
康に寄与することで、責任を果たすことができます。最も
豊かな国においてさえ、医療サービスを受けることのでき
ない子供たちがいます。火災警報器、自転車用ヘルメット、
子供用安全シートといった、ごく単純な器具がないために、
毎日、子供が死んでいるのです。そして、世界のあらゆる
場所で、子供たちはいまだポリオの脅威にさらされており、
私たちが約束どおりポリオのない世界を築くまで、その脅
威から免れることはありません。

私も人の親であればこそ、わが子や孫たちの存在がいか
に大切なものであるかが理解できます。私たちは子供をか
わいがり、育て、全力をもって彼らの身を守ろうとします。
ロータリアンである私たちは、さらに、地元地域のみなら
ず、世界中の子供たちをかわいがり、育て、守り抜く責任
があると私は信じております。

ここ数年の間、RI会長は、同じ奉仕の強調事項を引き継
いで掲げ、毎年、保健と飢餓追放、水、識字率向上を主眼
とするプロジェクトに力を注いできました。この決定には
しかるべき理由があります。これらの強調事項は、ロータ
リーのリソースを最大限に生かして、目に見える進歩が期
待できる分野だからです。また、莫大なニーズをはらむこ
れらの分野でロータリアンが発揮できる力も十分にありま
す。

この３つの強調事項を、私もまた引き継いでいく所存で
す。その中で、私がロータリー家族全員にお願い申し上げ
るのは、今ロータリー年度、子供たちの生活をより良くす
るプロジェクトに焦点を当てるよう特別に努力していただ
くことです。目標を達成するにあたり、３つの強調事項の
それぞれの分野は、相互に密接につながっています。水系
感染の疾病で死亡する子供の数は１日あたり6,000人で
す。安全な水があれば、この数字を直ちに、しかも劇的に
減らすことができるのです。栄養が十分であれば、子供は
健全な発育を遂げ、病気への抵抗力も増します。そして、
読み書きの能力を備えた子供は、将来、自らが家庭を築く
ようになったとき、豊かな環境の中で健全な育児を営むこ
とができる確率が高まるでしょう。

ロータリーは、まさに地球規模のボランティアたちのネ
ットワークです。ですから、世界中のクラブが協力し合い、
私たちがもてる技能と資材のすべてを結集させるなら、絶
妙なタイミングで、ここぞという場所に、これぞという援
助を提供することができるのです。私たちが一丸となった
とき、子供の死亡率を低下させるという果敢な目標さえ取
り組みが可能になります。これが類いまれな私たちの組織
の資質です。私たちがあらん限りのリソースを生かし、各
クラブとロータリー財団のリソースをも駆使するなら、真
の意味で変化をもたらし、世界の子供たちのために「夢を
かたちに」することができるでしょう。

3

世界の「子供たち」に光を当てよう

2008－2009年度国際ロータリー会長　李　　東 建
（漢江RC）
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奉仕プロジェクト（必須）
子供の死亡率を低下させる奉仕プロジェクトを地元レベルまたは国
際レベルで実施する。
会員目標（必須）
2009年3月31日までに1名の会員純増を達成する（推奨目標：10パ
ーセントの会員純増）。
会員増強
クラブ会員が地区会員増強セミナーに出席するよう、確認する。
2009年3月31日までに、会員（クラブ会長を除く）の10パーセン
ト以上が、新会員をクラブに入会させる。
クラブ会員１名が会長主催地域会議に出席するようにする。
2009年３月31日までに、少なくとも１名の財団プログラム（国際
親善奨学生、研究グループ交換チームメンバー、ロータリー世界
平和フェロー）、あるいはRIプログラム（元青少年交換学生、元ロ
ーターアクト会員、元インターアクト会員）の学友を勧誘する。
2009年３月31日までに、複数の会員を勧誘したクラブ会員を正
式な形で表彰する。
会員の多様性を奨励し、均整の取れた会員基盤を推進する。クラ
ブに現在会員のいない属性のグループから新会員を入会させる。
会員見込者を探し出し入会を誘うために、資格を備えた地元社
会の企業や専門職務のリーダーに関する分析を行う。
移転するロータリアンが移転先の新しい地域社会のクラブに入会
できるよう手助けをすることによって、会員をロータリーにとど
める。
www.rotary.orgの「会員アクセスページ」を利用して、毎月、
RIに新会員の報告を行う。
クラブ奉仕
会員の５パーセントがRI国際大会に出席するようにする。
地元の公共図書館か高校の図書室に、「ザ・ロータリアン」誌また
は「ロータリーの友」誌の購読権を寄贈する。
適切とみなされる場合、次期クラブ役員ならびに会員が、会長エ
レクト研修セミナー（PETS）、地区協議会、地区ロータリー財団
セミナー、地区大会に出席するよう、確認する。
ポリオ撲滅に対し卓越した奉仕を行った会員を表彰する。
今年、クラブのすべてのロータリアンがクラブの活動に参加する
よう、一人ひとりに呼びかけるようにする。プロジェクト委員会
の委員を務める、あるいはクラブ奉仕のある面を担当するなど、
参加の形は問わない。
クラブのロータリアンで広範囲にわたるさまざまなクラブ・プロ
ジェクトやプログラムに積極的に参加した人を、四大奉仕部門功
労者として表彰する。
少なくとも５つの機会に奉仕活動や親睦活動に参加してもらうこ
とで、会員の家族でロータリアンではない人 （々配偶者、成人し
た子供、親、物故会員の配偶者など）をロータリー家族に迎え入
れる。
ロータリアンとその家族のためにプロジェクトや活動を援助する、
ロータリー家族委員会を任命する。
地元の非政府団体から講演者を招いたり、国連ミレニアム開発目
標（www.un.org/millenniumgoals、英語）に関するクラブ・プ
ログラムを実施する。
ロータリー世界平和フェロー（現在のフェローと元の参加者）をク
ラブの会合に招き、スピーチをしてもらう。
職業奉仕
職場や職業生活での倫理と四つのテストの適用に関する集会を
開く。
すべての新クラブ会員に「四つのテスト」または「ロータリアンの
職業宣言」（200-JA）を配布する。
ロータリアンが若い人々を職場に連れて行き、職業の機会につい
て教育するための日を設ける。
少なくとも１名の会員に、職場で高校生や大学生のためにインタ
ーンの場を提供してもらう。
職業奉仕月間（10月）中に職業奉仕活動を組織する。
ロータリー・ボランティアとして1名のクラブ会員を登録し、ボラ
ンティア奉仕活動補助金を申請するよう奨励する。
１名のクラブ会員に、研究グループ交換チームメンバーを職場に
受け入れてもらう。

地元の青少年のための就職相談や開発プロジェクトに参加し、キ
ャリア目標を達成するために正式な学校教育がいかに重要かを
強調する。
社会奉仕
地域社会のニーズ査定を行い、少なくともクラブ会員の半分とそ
の配偶者が参加する新規の地元奉仕プロジェクトを立ち上げるた
めに、その査定結果を活用する。プロジェクトの支援団体として
Goodwill Industries International（国際友好産業振興団体）*を
考慮する。
新しいロータリー地域社会共同隊を提唱する。
地元地域で水プロジェクトを実施する。
地域社会の飢餓問題に取り組むことによって子供の死亡率を低
下させるプロジェクトを実施する。
地域社会の児童虐待やストリートチルドレンの問題に対処するプ
ロジェクトを提唱、もしくは参加する。
保健への認識向上キャンペーンもしくは保健問題に取り組むプロ
ジェクトを提唱、もしくは参加する。
地域社会で識字率の向上に取り組むプロジェクトを提唱、もしく
は参加する。国際読書協会*と協同でプロジェクトを開発するこ
とを検討する。
道や公園の安全性など、子供の安全確保に取り組むプロジェクト
を提唱、もしくは参加する。
印刷媒体、ラジオやテレビ番組、看板などを利用し、公共奉仕広
告（可能であれば、ロータリー公共イメージ・キャンペーンで提供
されている公共奉仕広告）を掲載（放送）することによって、一般
の人々にロータリーについて広める。
平和あるいは紛争解決を推進するために立案されたプロジェクト
を提唱、もしくは参加する。
クラブ会員とロータリー財団学友とが協力して遂行できる社会奉
仕プロジェクトを実施する。
新しいインターアクト・クラブまたはローターアクト・クラブを提
唱する。
ロータリー青少年指導者養成プログラム（RYLA）の行事参加者を
後援する。
学校を後援する。
国際奉仕
世界社会奉仕プロジェクト交換一覧表に登録されているプロジェ
クトを支援する、もしくはプロジェクトを登録する。
国連ミレニアム開発目標（www.un.org/millenniumgoals）を出
発点として、少なくともクラブ会員の半分が参加できる新規の国
際奉仕プロジェクトを立案し、着手する。
子供の死亡率低下を目標に、きれいな水、保健、飢餓救済、識字
率向上を目的とするプロジェクトを実施するために、ロータリー
財団マッチング・グラントまたは保健、飢餓追放および人間性尊
重（3-H）補助金を申請する。
「毎年あなたも100ドルを」の目標である、クラブ会員一人当た
り米貨100ドル以上のロータリー財団への年次プログラム基金寄
付を達成する。
水管理や衛生管理に取り組む国際奉仕プロジェクトを実施する。
国際的な識字率向上プロジェクトを実施する。
少なくとも１つのロータリー財団教育プログラム補助金（奨学金）
を得るために、地区レベルで競う資格のある候補者（国際親善奨
学生、ロータリー世界平和フェロー、研究グループ交換チームメ
ンバーもしくはリーダー、大学教員のための補助金参加者）を探
し出す。
研究グループ交換チームを派遣する、チームメンバーを受け入れ
る、またはロータリー友情交換プログラムに参加する。
世界ネットワーク活動グループについてのクラブ・プログラムを実
施する、またはクラブ会員の少なくとも５パーセントをグループ
の一つに入会させる。
ポリオ・プラス、またはポリオ・プラス・パートナーにクラブから
寄付を行う。
ポリオ・プラス、および世界ポリオ撲滅推進活動におけるロータ
リーの役割に関するクラブ・プログラムを実施する。
クラブ会員１名に、ロータリー財団国際親善奨学生のための受入
側カウンセラーの役割を引き受けてもらう。
子供の飢餓問題に取り組む国際奉仕プロジェクトを実施する。
青少年交換学生、国際親善奨学生、ロータリー世界平和フェロー
を派遣する、または受け入れる。

*RIは、これらの団体と正式な協力関係を結んでいます。
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ＲＩ会長の李東建氏は特に子どもたちに焦点を当てていただきたい。そして、私

たちは死亡率を下げることに尽力しますと話し、「2008-09年度、私は皆さまに世

界の子どもたちの"夢をかたちに"していただくことを提唱します」と、ＲＩテーマ

が発表されました。矢橋温郎ガバナーはサンディエゴの国際協議会で"夢をかたちに"

の趣旨に添って研修を積まれ、周到な準備をして参りました。矢橋温郎ガバナーは

穏和で誠実なお人柄とローリーに対する豊富な見識をお持ちです。クラブ会長、幹

事はもとより、地区においても、各種委員会委員、ロータアクト委員長、国際友好

委員長ほか多くの委員長、代表幹事、ガバナー補佐を歴任され、更にガバナーノミ

ニー、ガバナーエレクトとして２年間、地区内の諸活動を冷静に分析され、ロータ

リー研究会にも積極的に参加して一層の知識を蓄え、地区を牽引をする最適任者だ

と思います。存分なご活躍を期待いたします。

地区内73クラブに対する取り組みについては公式訪問予定表が示すように極めて

繊細で丁寧なプログラムが組まれております。地区代表幹事を歴任した豊かな経験

と見識を生かしての計画と推測できますので、各クラブの会長・幹事さんにとって

は頼りがいのあるガバナーとしてご活躍を期待できるでしょう。しかしながら、温

厚な反面これだと決めたときには梃子でも動かない、信念を通す人であると思いま

すので、素晴らしいリーダーシップを発揮され指導してくれるものと確信していま

す。

矢橋温郎ガバナーには長年ロータリーに対する信念と想いが夢として蓄積されて

いるはずです。その"夢をかたちに"していただきたいと思います。健康に充分留意

され、出来るだけロータリーライフを楽しんで頂きたいと願っています。ご活躍を

期待いたします。

夢をかたちにしてください
国際ロータリー第2510地区
直前ガバナー　酒井　正人

（函館五稜郭RC）
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「滝川ロータリークラブは100名の会員を擁し、地域や財団に大きく貢献していながら、創立以来50年の歴

史を数えたのに、滝川クラブはおろか、中空知（第2グループ）から、まだ1人もガバナーを送り出していない」

と、地域でいつも話題になっていましたが、この滝川ロータリークラブ創立50周年を機に、候補者を出そう

という機運となり、先ず滝川クラブの指名委員会で候補について協議し、地区ガバナー指名委員会に推薦をし

ようと決めたものです。当然、滝川を代表するに相応しい会員もおり、難なく候補者が決まるだろうと、人ご

とのように距離をおいていましたところ、晴天の霹靂。小生にこの話が来たものです。もとより小生は非力で、

名声もモノもなくまた、健康の面でも、更には会社を含めて経済的に全期間を遂行するための要件を維持でき

るか、全く自信がないとご遠慮を申し上げておりましたが、半月にわたる熱心な要請から、時間だけは作れる、

更にはクラブ会員の総意とバックアップに絆され、一昨年の12月にお引き受けする決意をしたものです。

2007年1月20日に開催された地区ガバナー指名委員会の決定の申達を持って、丸山ガバナーとPGの佐藤地区

指名委員長が来滝されたおりに、謹んで受託したことです。

以来、今日まで1年半、出来る限り地区の諸会合やセミナーに出席し雰囲気に慣れ学習をしてまいりました。

このあと、年内に東京でGETSが2回、地区内はもとより、国内のセミナー、ロータリー研究会などを消化し、

半年後にはサンディエゴの国際協議会での研修へと繋がっていきます。今は、まだ見習いの立場でロータリー

を味わって過ごしていますが、幸い、敬愛する矢橋ガバナーとの公私にわたる、1年半のお付き合いの中で、

矢橋さんのロータリーに対する思いの深さ、地区委員会運営のご経験や学習された知識は、小生にとって見習

うべきの多いことを感じていることです。またお人柄は、豊かで大きく敬愛して余りあるものがありますし、

矢橋さんは、かつてアフガニスタンの社会が不安定だった頃の同国出身の米山の学友が、その事情で帰国出来

ないことを知り、矢橋さんの自社で、彼を採用、現在も北海航測㈱の社員として在籍していることや、更にも

う既に外国には130ヶ国以上を訪れている国際派で、典雁や美術品のコレクターとしても有名であります。正

直、矢橋さんの底知れぬ深さに魅了されている小生です。

ともあれ、矢橋ガバナーにとって、これから1年、お元気で体調を維持され、第2510地区の効果的な地区の

運営とロータリー活動に持ち前の指導力を発揮されますようにと念じ、エールといたします。

エレクト就任と
矢橋ガバナーにエールを

国際ロータリー第2510地区
ガバナーエレクト　渡邉　恭久

（滝川RC）
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生年月日：昭和10年4月15日
出 生 地：北海道滝川市
自宅住所：滝川市東町4丁目116番地9号
職業分類：塗装工事
勤 務 先：株式会社ミクニ舎 取締役会長
最終学歴：北海道学芸大学札幌分校

（現北海道教育大学札幌校）
一類中学課程卒業

【ロータリー歴】
1976年：滝川ロータリークラブ入会
1992年：滝川ロータリークラブ会長
1997年：地区ロータリー財団委員
2000年：第2グループ　ガバナー補佐
2000年：地区会員増強委員
2007年：ガバナーノミニー

ロータリー財団（M.P.H.F）
米山功労者マルチプル3回

【主な経歴】
北海道職業訓練審議会（職業能力開発審議会）
委員を異例の20年。滝川地方高等職業訓練校校
長を20年の後、スキルアップセンター空知の会
長を20年。著書に「匠の系譜」を発刊するなど、
職業訓練、人材育成をライフワークとした。他
に、滝川市教育委員長。滝川経営者協会会長。
滝川音楽協会会長。中空知ソフトテニス連盟会
長。社団法人日本塗装工業会 筆頭副会長などを
経て。現在、滝川商工会議所会頭。

《経　　歴》
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各クラブの会長、幹事さんをはじめ全会員の皆様、いよいよ2008－2009年度第2510地区では矢橋温郎ガ

バナー年度を迎えました。この日のために諸準備を重ねてこられた皆様のこれからの活躍を期待し、心からお

喜び申し上げます。

私は3年目の地区研修リーダーという大変な責務を負うことになりました。その役割は矢橋ガバナー、渡邉

ガバナーエレクトを補佐して、クラブや地区指導者の研修にあたるという責務があります。

2008－2009RI会長は韓国から初めて選出された李　東建さんです。又テーマは「Make Dreams Real」

「夢をかたちに」－世界の「子供たち」に光をあてようです。子供の死亡率を低下させるために、ポリオ撲滅、

保健と飢餓追放、水の安全、識字率向上が強調事項となっています。

特に今年度はCLP（クラブ・リーダーシップ・プラン）がロータリー再生の切り札として推奨されています。

矢橋ガバナーも国際協議会に参加してCLPの有効性について話しておられます。10年前DLPを私の年度で準

用した頃のことを思い出します。カルロ・ラビッツア元RI会長は「周囲が速やかに新千年紀に移行する中で、

私たちは20世紀に取り残される恐れがあります。」と言って、変化を求めています。私達はクラブ再生の為に、

又地区再生のためにCLPについて前向きに検討を始めなければなりません。

当地区におきましても、お手伝いが出来る体勢作りを急いでいます。どうぞ気軽にお尋ね下さい。親切に答

えていただけると思います。（ガバナー補佐、地区クラブ奉仕委員会など）

CLPの施行に関する9箇条を紹介します。①効果的なクラブの要素に取り組む長期目標を立案する。②「効

果的なロータリー・クラブになるための活動計画の指標」を活用し、クラブの長期目標と調和する年次目標を

設定する。③計画過程に会員を関与させクラブ協議会を実施し、ロータリーの活動に関する情報を随時伝える。

④クラブ役員、クラブ会員、地区指導者の間の明確なコミュニケーション（連絡）を保つようにする。⑤将来

の指導者育成を確実にする一貫した引継ぎ計画の概念を含め、指導者の継続性を確保する。⑥クラブ委員会構

成とクラブ指導者の役割と責務を反映させるべく、クラブ細則に修正を加える。⑦クラブ会員の親睦をさらに

深めるような機会を提供する。⑧会員全員がクラブのプロジェクトや業務に活発に関与するよう計らう。⑨包

括的な研修プランを立案する。以上の9箇条です。決してCLPは強制ではありません。CLPを採用して小規模

なクラブから大クラブまで効果的なクラブを目指し、ロータリーを活性化して戴きたいと思います。

最後に地区目標について

①4つのテストを唱和しよう。職業倫理をもう一度高めるよう見直そう。

②ロータリー財団に一人100ドル、ポリオ・プラスに1クラブ1,000ドルを協力しよう。

③1クラブ1名純増を達成しよう。（現在の会員数の水準を維持し年度末までに年間1名純増を。）

会長・幹事さんがリーダーシップを発揮して下さることと、矢橋ガバナー年度が、有意義で「夢をかたちに」

向けて邁進されることを祈念申し上げます。

新年度を迎えて
国際ロータリー第2510地区
地区研修リーダー（PG） 遠藤　正之

（札幌幌南RC）
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ガ バ ナ ー 補 佐 ご 挨 拶

本年度第１グループのガバナー補佐を務める事になりました。
精一杯務めてまいりたいと思っておりますので宜しくお願い申し
上げます。
2008-2009年度のＲＩ会長李東建氏のテーマは｢夢をかたちに｣

であります。
これをもとに矢橋ガバナーは地区目標として①４つのテストを

唱和しよう。②ロータリー財団に１人１００ドル、ポリオ・プラスに
１クラブ１０００ドルを協力しよう。③１クラブ１名純増を達成しよ
う。の３つの目標を掲げておりますが、今日ロータリアンの減少、
財源確保の問題など、ロータリーの存在自体が問われてきている
時代になり、ＲＩテーマ、地区目標の実現は大変厳しいものがあり
ますが、微力ながら誠心誠意努力したく思っております。
地球の歴史に比べれば、ほんの瞬間に重なり合った命の集合体

が今という時です。個々の命がその素晴らしい光を発する事ので
きるロータリーである事を願っております。
１年間皆様のご指導、ご協力を宜しくお願い致します。

『個々のロータリアンが
光輝けるように』

ガバナー補佐（第１グループ担当）

大西　道祥
（深川RC）

この度、ガバナー補佐に任じられました滝川クラブの神部です。
一年間、よろしくお願い申し上げます。
ガバナー補佐として矢橋ガバナーのお手伝いをさせて頂くこと

により、次年度滝川がホストを務めさせていただく渡邉年度の布
石となり、また試金石となれば幸いと存じております。
今年度の李東建RI会長のテーマ「夢をかたちに」はロータリア

ンにとって、最も理解し易く、最も説得力のあるテーマだと思い
ます。しかし①ポリオ撲滅②保健と飢餓追放③水の保全④識字率
向上などの強調事項は毎年繰り返されていますので、「結果を出
さねばならないRI世界戦略」が見てとれます。
矢橋ガバナーの3つの地区目標も、単一のクラブとしては過酷

な試練になると思われる事情も考慮されますので、それらのご意
見も上申して参りたいと存じます。

『夢をかたちに、を
モットーに』

ガバナー補佐（第2グループ担当）

神部　洋史
（滝川RC）

｢夢をかたちに｣のテーマの下、新年度が始まりました。矢橋ガ
バナーは1.職業倫理を高めるため４つのテストを唱和しよう、2.
財団はロータリー活動の推進力、１人100ドル、ポリオ・プラス
に１クラブ1,000ドルを協力しよう、3.会員１クラブ１名純増を
達成しよう、の３つの地区目標を立てられました。
第３グループは美唄、江別、江別西、岩見沢、岩見沢東、栗沢、
栗山、当別の８クラブ会員数320余名、広範囲な地域です。ガバ
ナー公式訪問が効果的で地区目標達成出来るよう支えて参りたい
と思います。
又、地区大会への参加、ＩＭの開催、グループ内親睦行事、ク

ラブ訪問、ガバナー月信の購読等のＰＲをさせていただきたいと
思います。
この１年間、一期一会の心で奉仕させていただきますので、第

３グループの皆さん、栗沢クラブの会員、ガバナーはじめ役員の
皆さん、家族の皆さん宜しくお願いします。

『一期一会の心で
奉仕させていただきます』

ガバナー補佐（第3グループ担当）

吉野　顕隆
（栗沢RC）

ロータリー活動の親睦を楽しむことだけでロータリークラブに入会して
16年になります。会員減少の中で順番制だと覚悟した上で幹事、会長を
務めさせてもらいましたが、この度は第４グループ担当ガバナー補佐を委
嘱されるとは晴天の霹靂で自分の能力を知っているだけに、生真面目一
本の矢橋温郎ガバナーの顔と足跡を汚すのではないかと責の重さを強く
感じており、１年間の任期で己の体重が無くなってしまうのではないかと
心配しております。
これまでホームクラブでの多くの奉仕活動への計画や参加をしてきた

が、最近思うことは、思い付きでの奉仕でなかったか、自己満足だけで
本当に感謝された活動だったのか、奉仕を受ける先が奉仕受け慣れして
いないか、押し付け的な行事になっていないか、実行に移すまでに気配
りを本当に行って取り組んだ奉仕だったのか、活動への反省を行うこと
も必要ではないかと思うことがあります。
しかし、地区の情報の枠にとらわれない各クラブ独自の奉仕活動が最

も大切であり、歴史のあるロータリークラブのこれまでの奉仕活動を学習
し更に一歩一歩着実に奉仕の理想に向けて勉強したいと思っておりま
す。矢橋ガバナーの方針達成にお役に立つよう、各クラブにガバナーの意
向をお伝えする中継の役目に徹したいと考えております。
クラブ会員皆様の１年間の活動とご協力を心からお願い申し上げます。

『奉仕の理想に
むかって』

ガバナー補佐（第4グループ担当）

大島　利一
（札幌西北RC）

8
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第5グループ担当ガバナー補佐の任命を受けた土谷享です。当
第5グループは創立50年を越す歴史のあるクラブから10年未満の
若いクラブまで、そして会員数130名を超す当地区内最大級のク
ラブから20名未満の少人数のクラブまでの8クラブで構成されて
います。しかしいずれのクラブも生き生きとした確かなクラブ運
営・活動を展開している多彩な第5グループなのです。
当RI、2510地区でDLP（地区リーダシップ・プラン）が採用

されたのは遠藤正之ガバナー年度からでしたから、すでに8年が
経過しています。ようやくCLP（クラブ・リーダーシップ・プ
ラン）も検討・実行されだしたクラブも増えてきたようですので、
今年度はもう少し議論が進みそうな気がいたします。その議論を
みんなでかたちになるよう努めていきましょう。
「夢をかたちに」のRIテーマのもと、矢橋温郎ガバナーが掲げ

る地区目標の達成を目指して、みんなで考え、みんなで汗を流し、
みんなで楽しめるロータリーでありたいと念じて努めて参ります
ので、各クラブ会長・幹事さんをはじめ会員のみなさんのご指導、
ご支援をよろしくお願い申し上げます。

『みんなで楽しめる
ロータリーを！』

ガバナー補佐（第5グループ担当）

土谷　　享
（札幌幌南RC）

2008－2009年度第6グループガバナー補佐を務めることにな
りました、岩内クラブの佐藤でございます。ロータリー歴も浅く、
十分なトレーニングも積んでいない私ですが皆様のご指導、ご協
力をいただき責任を果たしたいと思います。
今年度RIテーマ「夢をかたちに」のもと、矢橋ガバナーは3つ

の地区目標を掲げています。目標達成のため、グループ内ロータ
リアン皆様と、好意と友情を深め、親睦を旨として地区とクラブ
のパイプ役として微力ながら頑張ってゆきたいと思います。
この1年間、宜しくお願い申し上げます。

『ロータリーの原点は親睦』

ガバナー補佐（第6グループ担当）

佐藤　泰視
（岩内RC）

私の所属する第７グループは、古参クラブ（千歳、恵庭、北広島）に新鋭
ではあるが、結成20年未満の新参クラブ（千歳セントラル、長沼、由仁）を
加え、６クラブの編成である。
新参クラブが創立された時点では、会員数300名を超える偉容を誇っ

ていたが、現在は180名を若干移動する栄枯盛衰の限りである。しかし、
これは他のグループも同様な推移をしていることでしょう。そこで、ＣＬ
Ｐ（クラブ・リーダーシップ・プラン）を積極的に導入し、組織や地域内の諸
問題を協議し、かつ、長期計画による各クラブの活性化と親睦の輪の拡
大を図ることが最も肝要であり、今後のクラブ運営のターニングポイント
であると思われます。私は各クラブを適時に訪問し、重点施策を推しす
すめ、グループ内の融和を図ることは勿論のこと、長沼町国際交流フェス
ティバル（長沼ＲＣ）の応援体制と参加促進を強くアピールし、また千歳ロ
ーターアクトクラブ（ＲＡＣ）〔千歳・恵庭ＲＣ所管〕の活性化と躍進につなげ
るべく、千歳セントラルＲＣを、今年度より加え研ぎすまされた指導力の
発揮で、確固たる組織の拡充を図ってまいります。
一方、ＩＭの開催については、全員の登録を目指し、過去最大規模とす

べく、早くから実行委員会を立ち上げ（平成２１年３月７日（土）を予定）、か
つ、従来同グループであった第１２グループ（苫小牧、苫小牧北、苫小牧東、
白老ＲＣ）との合同でのＩＭ開催をすべく奔走してまいります。２つのグル
ープによる「地球温暖化環境問題」でCO2（二酸化炭素）排出削減に向けて、
新たな決意を秘め、組織の英知を結集してゆく所存でございます。

『ＣＬＰ導入で
長期計画を！』

ガバナー補佐（第7グループ担当）

羽芝　涼一
（千歳セントラルRC）

国際ロータリーはイデオロギー、思想、主義を超越し世界のロー
タリアンが全員同じ目的に向かって同等の活動をすることが会員の
連携を密にする大変良いところであるが近年、世界的に退会者が増
え運営に支障をきたすクラブも出ていると聞く。
原因はどこにあるのだろうか？
1つには都市部の大多数が企業経営者の集団と地方の小規模企業オ

ーナー、俸給者、公務員の集団との格差。
2つには6～70人のクラブと20人前後のクラブとの格差。
3つには会員増強のために無理して入会させ、教育の不徹底から

なる自覚不足の会員間の格差などが考えられる。
これらの問題をクリアするには、その町の人口に見合う会員数、

推薦入会時にRIの目標、事業、理念を正しく報告した上で、認識を
もった者のみを入会させ且つ、新入会員研修も充分に行うなどが考
えられます。
30年前、父がいたRCと今日を比較すると会員数減少、出席率の

低下、メンバー間の交流不足、炉辺会合の皆無等々。
この度ガバナー補佐を担当するに当り、第8グループの会長、エ

レクト、幹事会で上記の問題を提起して充分に相談し会員各位の助
言のもとRIの原点にもどるべく活動したいと考えているところです。

『クラブ間格差・
ロータリアン格差』

ガバナー補佐（第8グループ担当）

園　　　修
（浦河RC）
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2008～2009年度のガバナー補佐を務めることになり、非力を

省みず引き受けて責任の重さを痛感しています。

李東建ＲＩ会長は強調事項として、保健、飢餓の追放、水の保全、

識字率の向上を継続して掲げていますが、どれも生存の基本的な

条件であり、気候の変調、環境破壊、温暖化、地域の紛争等微妙

に関連している諸現象を考慮の上、一歩でもその夢に近づき形に

したいという思いの表でしょう。

ロータリークラブ誕生100年を経てから、会員の減少が続いて

います。この傾向に何とか歯止めをかけるのが、グループの急務

と考え、会員の維持、増強に力を注ぎたいと思います。

皆様の助力、協力をいただきながら何とか１年を務めたいと願

う次第です。

『会員増強に力を』

ガバナー補佐（第9グループ担当）

若木　日出男
（登別RC）

昨年12月にガバナー補佐の委嘱を受け、すぐに次期ガバナー補

佐会議、続いて2月には研修セミナー、3月にはPETSと盛り上が

って来まして、よしがんばるぞ!と張り切っておりましたが、そ

の後さしたる行事も無くテンションも低下しておりました。7月

からはいよいよ実務です。気持ちを引き締めてがんばらなくては

なりません。とはいえ薄学浅才の身、ガバナーの意向をしっかり

と担当クラブに伝え、クラブの要望などをガバナーに伝えるパイ

プ役に徹したいと思っております。

これからの一年間、ガバナーを始めとした地区の役員の方々、

それに担当クラブの会長、幹事、会員の皆様との交流の機会が増

えるものと思われます。これらの交流を通じてロータリーを語り、

ロータリーを学び、ロータリーを楽しみたいと思っております。

よろしくお願いいたします。

『ロータリーで学ぼう』

ガバナー補佐（第10グループ担当）

上野　一義
（七飯RC）

本年度、第11グループのガバナー補佐を努めることになりました光銭
でございます。グループのリーダーとして、その責務の重さに身の引き
締まる思いでございます。もとより浅学非才でロータリー歴も浅い私で
ございますが、この一年間皆様方のご協力とご支援を賜りながら楽しく
勉強させていただきたいと存じます。本年度、李　東建RI会長のテーマ
「夢をかたちに」と副題でございます「世界の子供たちに光を当てよう」
に照らし合わせてRIの強調事項を、また矢橋ガバナーの３つの地区目標
１）4つのテストを唱和しよう
２）ロータリー財団に1人100ドル、ポリオプラスに1クラブ1000ド
ルを協力しよう

３）1クラブ1名純増を達成しよう
をグループ内各クラブによく理解していただき、実現できるように努力
していく所存でございます。
ところで今、ロータリークラブでは会員の減少・出席率の低下などの
問題が、一方目を外に転じると地球温暖化などの環境問題、、児童虐
待・青少年の薬物乱用など新世代に関わる問題等々それぞれの地域でさ
まざまな問題を抱えています。これらの問題を解決するために今こそし
っかりとした基盤を持ったロータリークラブの果たす役割が求められて
いると確信しています。そしてそのしっかりとした基盤の元をなすもの
がクラブ内の親睦と奉仕する心だと思います。どうぞこの1年間、よろ
しく御願い申し上げます。

『親睦と奉仕が
クラブの柱』

ガバナー補佐（第11グループ担当）

光銭　裕二
（函館五稜郭RC）

これからの一年間、皆様の好意と友情に支えていただき、誠に

微力ではありますが補佐としての責務を務めさせていただきたい

と思います。

グループ内各クラブの協力を得ながら、矢橋ガバナーの掲げる

地区目標の伝達、実行、そして各クラブの意見、要望を取り継い

で行くつもりです。最後に活力あるロータリー活動の展開に向か

って努力する所存であります。宜しくお願いいたします。

『夢をかたちにそして
会員を1名でも増やそう』

ガバナー補佐（第12グループ担当）

板谷　　剛
（苫小牧RC）
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2008～2009年度

地区ガバナー補佐名簿地区ガバナー補佐名簿地区ガバナー補佐名簿

第１グループ担当

大
おお

西
にし

道
みち

祥
よし 深 川 消 化 器 科 医

〒074-0001
深川市１条１番18号
電話（0164）23-3960 FAX（0164）22-7781

社会福祉法人北海道中央病院院長
〒074-0012
深川市西町１番７号
電話（0164）22-2135

第２グループ担当

神
かん

部
べ

洋
ひろ

史
し 滝 川 麻 酔 科 医

〒073-0031
滝川市栄町３丁目５－２８－５０５
電話（0125）24-1527 FAX（0125）24-0891
E-mail:kanbe@cocoa.ocn.ne.jp

医療法人シーザーズ･メディ･ケア
神部ペインクリニック･内科病院理事長･院長
〒073-0031
滝川市栄町３丁目４－２７
電話（0125）22-2021 FAX（0125）22-5686
E-mail:president@kanbe.biz

第３グループ担当

吉
よし

野
の

顕
けん

隆
りゅう 栗 沢 仏 教

〒068-0127
岩見沢市栗沢町本町１５６
電話（0126）45-2219 FAX（0126）45-3377
E-mail:kenryu@taupe.plala.or.jp

浄土真宗本願寺派賢誠寺住職
〒068-0127
岩見沢市栗沢町本町１５６
電話（0126）45-2219 FAX（0126）45-3377
E-mail:kenryu@taupe.plala.or.jp

第４グループ担当

大
おお

島
しま

利
とし

一
かつ 札幌西北 塗 装 工 事

〒063-0823
札幌市西区発寒３条２丁目６－２０
電話（011）662-1852

㈱大島塗装店代表取締役社長
〒063-0823
札幌市西区発寒３条２丁目４－１８
電話（011）663-1351 FAX（011）664-8827
E-mail:kaoshima@rose.ocn.ne.jp

第５グループ担当

土
つち

谷
や

享
さとる 札幌幌南 学 生 寮

〒062-0033
札幌市豊平区西岡３条４丁目３－２５
電話（011）852-3291 FAX（011）852-2422
E-mail:tutiya@k3.dion.ne.jp

㈱友　愛取締役会長
〒062-0033
札幌市豊平区西岡３条４丁目３－２５
電話（011）852-3291 FAX（011）852-2422
E-mail:tutiya@k3.dion.ne.jp

第６グループ担当

佐
さ

藤
とう

泰
ひろ

視
み 岩 内 電気工事請負業

〒045-0022
岩内郡岩内町字清住１０５番地の１
電話（0135）62-0883 FAX（0135）62-3963

㈲佐藤電気商会代表取締役
〒045-0022
岩内郡岩内町字清住１０５番地の１
電話（0135）62-0883 FAX（0135）62-3963

第７グループ担当

羽
は

芝
しば

涼
りょう

一
いち

千 歳
セントラル 貴 金 属 販 売

〒066-0074
千歳市緑町５丁目１－１５
電話（0123）22-3211

㈱羽芝商店代表取締役
〒066-0041
千歳市清水町２丁目２８
電話（0123）23-2347 FAX（0123）27-3695

第８グループ担当

園
その

修
おさむ 浦 河 洋品ファッション

〒057-0013
浦河郡浦河町大通２丁目
電話（0146）22-2145 FAX（0146）22-4998

㈱園商店代表取締役
〒057-0013
浦河郡浦河町大通２丁目
電話（0146）22-2145 FAX（0146）22-4998

第９グループ担当

若
わか

木
き

日
ひ

出
で

男
お 登 別 玩 具 販 売

〒059-0464
登別市登別東町２丁目２７－３
電話（0143）83-1730 FAX（0143）83-1731

ワカキ玩具店店主
〒059-0464
登別市登別東町２丁目２７－３
電話（0143）83-1730 FAX（0143）83-1731

第10グループ担当

上
うえ

野
の

一
かず

義
よし 七 飯 脳神経外科医

〒041-1111
亀田郡七飯町本町６４８－１９
電話（0138）65-7519 FAX（0138）65-7519
E-mail:uekamli3@msb.nev.ne.jp

みなと内科脳外科医院院長
〒041-0822
函館市亀田港町３８－１５
電話（0138）62-3385 FAX（0138）62-3386

第11グループ担当

光
こう

銭
せん

裕
ゆう

二
じ 函館五稜郭 歯 科 医

〒041-0851
函館市本通２丁目３１－１６
電話（0138）56-4154 FAX（0138）56-4154
E-mail:dentistk@triton.ocn.ne.jp

光銭歯科医院院長
〒041-0851
函館市本通２丁目３１－１６
電話（0138）56-4141 FAX（0138）56-4154
E-mail:vcnhkd@titan.ocn.ne.jp

第12グループ担当

板
いた

谷
や

剛
つよし 苫 小 牧 陶 磁 器 販 売

〒053-0806
苫小牧市大成町２－４－３
電話（0144）73-0011

㈱千鳥屋板谷商店代表取締役社長
〒053-0023
苫小牧市錦町２－１－３
電話（0144）34-5161 FAX（0144）33-4055

氏　　名 所属ＲＣ 職業分類 勤務先住所･電話番号･ＦＡＸ･
メールアドレス

自宅住所･電話番号･ＦＡＸ･
メールアドレス

（敬称略）
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2008～2009年度

ガバナー公式訪問日程ガバナー公式訪問日程ガバナー公式訪問日程

No. 月　日 曜日 グループ クラブ名 会長・幹事
懇　談　会

クラブ
協議会 例　会

1 7月15日 火 3 江　　別　　西 10:00 11:00 12:30

2 7月16日 水 3 栗　　　　　沢 10:00 11:00 12:10

3 7月17日 木 3 美　　　　　唄 10:00 11:00 12:15

4 7月22日 火 2 赤　　　　　平 10:00 11:00 12:30

5 7月23日 水 2 砂　　　　　川 10:00 11:00 12:30

6

7月24日 木
2 芦　　　　　別 10:00 11:00 12:15

7 2 滝　　　　　川 16:00 17:00 18:30

8 7月28日 月 7 長　　　　　沼 17:00 18:00 19:00

9 7月29日 火 3 栗　　　　　山 10:00 11:00 12:30

10 7月31日 木 3 江　　　　　別 10:00 11:00 12:30

11 8月1日 金 6 小　　樽　　南 10:00 11:00 12:30

12 8月4日 月 5 札幌大通公園 16:30 17:30 18:30

13 8月5日 火 3 岩　見　沢　東 10:00 11:00 12:30

14 8月7日 木 7 由　　　　　仁 10:00 11:00 12:15

15

8月19日 火
1 深　　　　　川

10:00 11:00 12:30
16 1 妹　　背　　牛

17 1 留　　　　　萌

18 8月20日 水 1 羽　　　　　幌 10:00 11:00 12:30

19 1 小　　　　　平

20 8月25日 月 6 蘭　　　　　越 10:00 11:00 12:15

21 8月26日 火 6 小　　　　　樽 10:00 11:00 12:30

22 8月27日 水 6 余　　　　　市 10:00 11:00 12:30

23 8月28日 木 6 岩　　　　　内 10:00 11:00 12:30

24

9月2日 火
9 伊　　　　　達 10:00 11:00 12:30

25 9 室　　蘭　　北 16:00 17:00 18:00

26

9月3日 水
9 室　　蘭　　東 10:00 11:00 12:30

27 9 登　　　　　別 16:00 17:00 18:00

28 9月4日 木 9 室　　　　　蘭 10:00 11:00 12:30

29 9月5日 金 9 洞　　爺　　湖 10:00 11:00 12:30

30 9月8日 月 8 三　　　　　石 10:00 11:00 12:30

31

9月9日 火
8 浦　　　　　河 10:00 11:00 12:30

32 8 様　　　　　似 16:00 17:00 18:00

33 9月10日 水 8 静　　　　　内 10:00 11:00 12:30

34 9月11日 木 8 え　　り　　も 10:00 11:00 12:15

35 9月16日 火 7 千歳セントラル 10:00 11:00 12:30

36 9月17日 水 7 恵　　　　　庭 10:00 11:00 12:30

37 9月18日 木 6 小　樽　銭　函 10:00 11:00 12:30

No. 月　日 曜日 グループ クラブ名 会長・幹事
懇　談　会

クラブ
協議会 例　会

38 9月19日 金 4 札幌あけぼの 10:00 11:00 12:30

39 9月24日 水 6 倶　　知　　安 10:00 11:00 12:15

40 9月26日 金 12 苫　　小　　牧 10:00 11:00 12:30

41

9月29日 月
10 長　　万　　部 10:00 11:00 12:10

42 10 函　館　亀　田 16:00 17:00 18:30

43

9月30日 火
11 函　　館　　東 10:00 11:00 12:30

44 11 函 館 五 稜 郭 16:30 17:30 18:30

45 10月1日 水 10 森 10:00 11:00 12:00

46 10月2日 木 10 函　　　　　館 10:00 11:00 12:30

47 10月6日 月 5 札　　幌　　南 10:00 11:00 12:30

48 10月7日 火 3 当　　　　　別 10:00 11:00 12:30

49 10月8日 水 4 札幌モーニング 7日16:00 7日17:00 7:30

50 10月9日 木 12 苫　小　牧　東 10:00 11:00 12:30

51 10月14日 火 12 苫　小　牧　北 10:00 11:00 12:30

52 10月16日 木 3 岩　　見　　沢 10:00 11:00 12:30

53 10月21日 火 10 函館セントラル 16:00 17:00 18:30

54 10月28日 火 12 白　　　　　老 10:00 11:00 12:30

55 10月29日 水 5 新　　札　　幌 10:00 11:00 12:30

56 10月30日 木 7 千　　　　　歳 10:00 11:00 12:30

57 11月4日 火 10 七　　　　　飯 16:00 17:00 18:30

58

11月5日 水
11 函　　館　　北 10:00 11:00 12:30

59 11 北　　　　　斗 16:30 17:30 18:30

60

11月6日 木
11 江　　　　　差 10:00 11:00 12:30

61 11 松　　　　　前 16:00 17:00 18:00

62

11月11日 火
5 札　幌　清　田 10:00 11:00 12:30

63 5 札幌セントラル 16:00 17:00 18:30

64 11月12日 水 5 札 幌 真 駒 内 10:00 11:00 12:30

65 11月13日 木 4 札　幌　西　北 10:00 11:00 12:30

66 11月14日 金 5 札　幌　幌　南 10:00 11:00 12:30

67 11月15日 土 4 札　幌　手　稲 10:00 11:00 12:30

68 11月17日 月 4 札　　幌　　北 10:00 11:00 12:30

69 11月18日 火 4 札幌はまなす 10:00 11:00 12:30

70 11月25日 火 7 北　　広　　島 10:00 11:00 12:15

71 11月26日 水 4 札　　　　　幌 10:00 11:00 12:30

72 11月27日 木 5 札　　幌　　東 10:00 11:00 12:30

73 12月2日 火 4 札　　幌　　西 10:00 11:00 12:30

12



補助金委員会財団学友委員会

ＩＣ委員会

ローターアクト委員会

世界社会奉仕委員会 インターアクト委員会 青少年交換委員会 国際親善奨学金委員会 ＧＳＥ委員会 米山学友委員会

米山記念奨学委員会ロータリー財団委員会新世代委員会国際奉仕委員会社会奉仕委員会職業奉仕委員会クラブ奉仕委員会

13

国　内　委　員　会

（財）ロータリー米山記念奨学会

ロータリーの友委員会

Rotary Japan Web（RJW）

高　橋　宣　充

山　道　祐　子

高　橋　保　史

斉　藤　博　司

内 山 　 博

小笠原　　　肇

◎ （ 札 幌 清 田 ）

（札幌セントラル）

（ 室 蘭 北 ）

（千歳セントラル）

（ 室 蘭 ）

（札幌大通公園）

菅 原 秀 二

丹 羽 祐 而

高 橋 麗 秋

大　坂　　　忠

増 田 幸 久

高 木 宏 壽

賀　来　　　亨

荒 又 重 雄

矢　橋　潤一郎

（札幌大通公園）

（ 札 幌 手 稲 ）

（ 札 幌 北 ）

（札幌大通公園）

（ 北 斗 ）

（ 札 幌 幌 南 ）

（札幌モーニング）

（札幌セントラル）

（ 札 幌 東 ）

◎

岩 城 秀 晴

菅 原 秀 二

高 橋 宣 充

岡 T 芳 明

須 田 義 雄

（ 札 幌 南 P G ）

（札幌大通公園）

（ 札 幌 清 田 ）

（ 小 樽 南 ）

（ 札 幌 南 ）

◎委員長　○副委員長　□オブザーバー

◎ 大 石 春 雄

山 下 信 行

竹 田 俊 一

斎 田 義 孝

丹　羽　　　肇

半 田 善 行

黒 澤 勝 昭

高 坂 輝 雄

（札幌はまなす）

（ 札 幌 幌 南 ）

（ 砂 川 ）

（ 小 樽 南 ）

（札幌はまなす）

（ 小 樽 ）

（ 札 幌 南 ）

（札幌あけぼの）

◎

○

須 田 義 雄

朝 倉 正 人

浅 野 元 広

市 川 唯 行

竹 田 行 宏

◎ （ 札 幌 南 ）

（ 札 幌 東 ）

（ 札 幌 西 ）

（ 札 幌 ）

（ 滝 川 ）

岡 T 芳 明

武　藤　　　順

金 坂 和 正

石　丸　修太郎

B 橋　 宏

沼　舘　　　栞

泉　　　敬　止

ﾄｰｷﾙ･ｸﾘｽﾃﾝｾﾝ

（ 小 樽 南 ）

（ 札 幌 西 ）

（札幌真駒内）

（ 札 幌 西 ）

（札幌大通公園）

（ 札 幌 清 田 ）

（ 滝 川 ）

（ 札 幌 南 ）

◎

○

村　上　　　淳

米 谷 龍 三

川 井 一 男

川 口 義 弘

谷 川 淑 郎

八　木　　　徹

日 下 健 三

（ 札 幌 東 ）

（ 札 幌 東 ）

（ 札 幌 南 ）

（ 滝 川 ）

（ 余 市 ）

（ 札 幌 東 ）

（ 恵 庭 ）

◎

柳 　 孝 一

黒 島 一 生

蝦 名 大 典

赤　山　　　登

宮　谷　　　悟

◎ （ 札 幌 幌 南 ）

（ 函 館 東 ）

（ 札 幌 幌 南 ）

（ 岩 見 沢 ）

（ 岩 内 ）

戸部アナマリア

中 田 隆 博

市　毛　 満

秋 山 秀 雄

石 井 和 行

齋 藤 雅 之

若　松　 孝

石 田 佳 久

北 村 則 男

（札幌はまなす）

（ 札 幌 ）

（ 静 内 ）

（ 札 幌 西 北 ）

（ 岩 見 沢 ）

（ 札 幌 東 ）

（札幌モーニング）

（ 登 別 ）

（ 室 蘭 東 ）

◎

○

松 見 修 二

宮 T 善 昭

戸部アナマリア

柳 　 孝 一

（ 函 館 北 ）

（ 札 幌 西 ）

（札幌はまなす）

（ 札 幌 幌 南 ）

◎

危機管理委員会
松 見 修 二

宮 T 善 昭

戸部アナマリア

柳 　 孝 一

菅 原 秀 二

高 橋 宣 充

和 田 壬 三

郷 久 鉞 二

斉　藤　美智子

土 田 義 也

細 川 好 弘

野 澤 幸 平

（ 函 館 北 ）

（ 札 幌 西 ）

（札幌はまなす）

（ 札 幌 幌 南 ）

（札幌大通公園）

（ 札 幌 清 田 ）

（ 札 幌 幌 南 ）

（ 一　　般 ）

（ 一　　般 ）

（青少年交換事務局）

（ 静 内 ）

（ 岩 内 ）

◎

○

□

□

伊 藤 長 英

矢 橋 温 郎

渡 邉 恭 久

（苫小牧北PG）

（ 札 幌 西 G ）

（ 滝 川 G E ）

評議員

評議員

橋 本 信 夫（ 札 幌 西 ）地区
委員

常務
理事

光 銭 健 三（ 北 斗 ）地区
委員

文献資料室
肘 井 博 行

松　根　壽史男

八　木　　　徹

（ 札 幌 手 稲 ）

（ 札 幌 幌 南 ）

（ 札 幌 東 ）

◎

地区幹事
大 金 武 夫

武　田　　　智

上 出 利 光

石　丸　修太郎

神 部 洋 史

（ 札 幌 西 ）

（ 札 幌 西 ）

（ 札 幌 西 ）

（ 札 幌 西 ）

（ 滝 川 ）

幹事

幹事

幹事

幹事

代表
幹事

地区財務委員会
北　島　　　清

川 端 忠 範

菊 地 喜 久

鈴 木 英 也

（ 札 幌 西 ）

（ 札 幌 西 ）

（函館五稜郭）

（ 滝 川 ）

◎
地区大会実行委員会

ホスト：札幌西ＲＣ
石 谷 邦 彦

八 木 昌 興

大 越 克 巳

佐 藤 裕 一

川 端 忠 範

ホストＲＣ会長

実行委員長

幹　　　事

Ｓ　Ａ　Ａ

会　　　計

補助金監督委員会
中 山 裕 視

茅 野 紀 行

柳 井 康 晴

（札幌真駒内）

（ 札 幌 西 北 ）

（札幌はまなす）

◎
オン・ツー・バーミンガム委員会
丸 山 淳 士

酒 井 正 人

（札幌真駒内PG）

（函館五稜郭PG）

◎

意義ある業績賞選考委員会
塚 原 房 樹

丸 山 淳 士

酒 井 正 人

大 金 武 夫

（ 札 幌 東 P G ）

（札幌真駒内PG）

（函館五稜郭PG）

（ 札 幌 西 ）

◎

会員増強委員会
酒 井 正 人（函館五稜郭PG）◎

拡大委員会
遠 藤 秀 雄

塚 原 房 樹

丸 山 淳 士

（ 登 別 P G ）

（ 札 幌 東 P G ）

（札幌真駒内PG）

◎

地区ガバナー
矢　橋　温　郎（ 札 幌 西 ）

地区ガバナー･エレクト
渡　邉　恭　久（ 滝 川 ）

地区研修委員会
遠 藤 正 之

伊 藤 長 英

塚 原 房 樹

（札幌幌南PG）

（苫小牧北PG）

（ 札 幌 東 P G ）

リーダー

委員

委員

ガバナー指名委員会
伊 藤 義 郎

竹 山 涼 一

富　原　　　薫

石 垣 博 美

伊 藤 長 英

森 本 正 夫

遠 藤 正 之

岩 城 秀 晴

小　林　　　博

佐 藤 秀 雄

遠 藤 秀 雄

塚 原 房 樹

丸 山 淳 士

酒 井 正 人

渡 邉 恭 久

（ 札 幌 ）

（ 札 幌 南 ）

（ 札 幌 ）

（札幌セントラル）

（ 苫 小 牧 北 ）

（ 札 幌 西 北 ）

（ 札 幌 幌 南 ）

（ 札 幌 南 ）

（ 札 幌 北 ）

（ 千 歳 ）

（ 登 別 ）

（ 札 幌 東 ）

（札幌真駒内）

（函館五稜郭）

（ 滝 川 ）

地区ガバナー補佐・会員増強委員

◎

大 西 道 祥

神 部 洋 史

吉 野 顕 隆

大 島 利 一

土　谷　　　享

佐 藤 泰 視

羽 芝 涼 一

園 修

若 木 日 出 男

上 野 一 義

光 銭 裕 二

板　谷　　　剛

（ 深 川 ）

（ 滝 川 ）

（ 栗 沢 ）

（ 札 幌 西 北 ）

（ 札 幌 幌 南 ）

（ 岩 内 ）

（千歳セントラル）

（ 浦 河 ）

（ 登 別 ）

（ 七 飯 ）

（函館五稜郭）

（ 苫 小 牧 ）

第１グループ

第２グループ

第３グループ

第４グループ

第５グループ

第６グループ

第７グループ

第８グループ

第９グループ

第１０グループ

第１１グループ

第１２グループ

ガバナー諮問委員会
伊 藤 義 郎

竹 山 涼 一

富　原　　　薫

石 垣 博 美

伊 藤 長 英

森 本 正 夫

遠 藤 正 之

岩 城 秀 晴

小　林　　　博

佐 藤 秀 雄

遠 藤 秀 雄

塚 原 房 樹

丸 山 淳 士

酒 井 正 人

渡 邉 恭 久

（ 札 幌 ）

（ 札 幌 南 ）

（ 札 幌 ）

（札幌セントラル）

（ 苫 小 牧 北 ）

（ 札 幌 西 北 ）

（ 札 幌 幌 南 ）

（ 札 幌 南 ）

（ 札 幌 北 ）

（ 千 歳 ）

（ 登 別 ）

（ 札 幌 東 ）

（札幌真駒内）

（函館五稜郭）

（ 滝 川 ）

出　村　知佳子

志比川　　　武

田　口　　　廣

東　　　晃　平

小 林 隆 聖

鷲 尾 昌 法

（ 札 幌 北 ）

（ 蘭 越 ）

（千歳セントラル）

（ 伊 達 ）

（ 札 幌 東 ）

（ 滝 川 ）

◎

○

光 銭 健 三

坂　井　　　治

石　坂　　　仁

今 泉 栄 治

大 坂 直 人

武 田 伸 也

堀 江 和 美

和 田 浩 一

舩 越 裕 勝

高 山 訓 正

（ 北 斗 ）

（千歳セントラル）

（函館五稜郭）

（ 小 樽 銭 函 ）

（ 由 仁 ）

（千歳セントラル）

（ 砂 川 ）

（ 登 別 ）

（ 札 幌 西 ）

（ 滝 川 ）

◎

○

阿　部　　　弘

出　村　知佳子

中 村 真 規

森 谷 明 弘

（ 札 幌 北 ）

（ 札 幌 北 ）

（ 札 幌 西 ）

（ 札 幌 西 ）

◎

国際友好
担当

阪　崎　健治朗

玉 造 啓 子

鈴 木 保 昭

見　延　庄三郎

（ 札 幌 西 ）

（札幌はまなす）

（ 倶 知 安 ）

（ 小 樽 南 ）

◎綱 木 保 利

島 津 宏 興

成 田 雅 敏

石 黒 直 文

田 澤 泰 明

（ 苫 小 牧 東 ）

（ 札 幌 南 ）

（ 深 川 ）

（ 札 幌 西 ）

（ 札 幌 幌 南 ）

◎

○

山 本 雅 章

小田切　房　之

山 名 善 久

杉 目 幹 雄

坂 田 秀 昭

川 岸 洋 一

長谷川　壽　朗

（ 札 幌 手 稲 ）

（ 札 幌 東 ）

（ 札 幌 幌 南 ）

（ 札 幌 南 ）

（ 滝 川 ）

（ 伊 達 ）

（ 札 幌 手 稲 ）

◎

○

宮 T 善 昭

有 田 京 史

大　泉　　　清

西 田 雅 之

渡 辺 哲 則

東　　　慶　広

今 野 良 紀

佐々木　春　代

渡 邉 恭 久

（ 札 幌 西 ）

（ 新 札 幌 ）

（札幌モーニング）

（ 余 市 ）

（ 札 幌 東 ）

（ 小 樽 南 ）

（ 千 歳 ）

（札幌セントラル）

（ 滝 川 G E ）

◎

地区チーム研修セミナー

会長エレクト研修セミナー

地　区　協　議　会

2008～2009年度
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市
町
黒
川
町

3
丁
目
1
4
1

0
6
6
- 0
0
3
7
千
歳
市
北
栄

2
丁
目
2
- 1

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
千
歳
内

0
6
6
- 8
5
2
0
千
歳
市
本
町

4
丁
目
4

ホ
テ
ル
日
航
千
歳

1
階

0
6
1
- 1
4
3
4
恵
庭
市
柏
陽
町
1
丁
目
2
0
- 1

キ
ャ
ッ
ス
ル
ＥＮ
Ｉ
Ｗ
Ａ
内

0
6
1
- 1
1
3
4
北
広
島
市
広
葉
町
5
丁
目
6
- 8

0
6
9
- 1
3
4
3
夕
張
郡
長
沼
町
旭
町
南

1
丁
目
1
- 2

K
Sイ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
２
階

0
6
9
- 1
2
0
3
夕
張
郡
由
仁
町
東
栄

7
8

㈱
後
藤
組
内

0
5
8
- 0
2
0
4
幌
泉
郡
え
り
も
町
字
本
町
1
7
0
- 1

日
高
信
用
金
庫
え
り
も
支
店
内

0
5
9
- 3
1
1
2
日
高
郡
新
ひ
だ
か
町
三
石
港
町
1
6

中
村
工
務
店
内

0
5
8
- 0
0
1
4
様
似
郡
様
似
町
大
通

2
丁
目
3
5
- 2

日
高
信
用
金
庫
大
通
支
店
内

05
6-
00
18
日
高
郡
新
ひ
だ
か
町
静
内
吉
野
町
3丁
目
1-
1

静
内
ウ
エ
リ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
内

0
5
7
- 0
0
1
3
浦
河
郡
浦
河
町
大
通

2
- 5
- 2

㈲
丸
十
漁
業
内
永
井
崇
啓
様
方

0
5
2
- 0
0
2
1
伊
達
市
末
永
町
3
3
- 3 ホ
テ
ル
ロ
ー
ヤ
ル
内

0
5
1
- 0
0
2
2
室
蘭
市
海
岸
町
2
- 3
- 2

室
蘭
産
業
会
館
４
階

0
5
0
- 0
0
7
3
室
蘭
市
宮
の
森
町

1
丁
目
1
- 6
4

中
島
神
社
蓬
　
殿
内

0
5
0
- 0
0
7
4
室
蘭
市
中
島
町

2
丁
目
2
8
- 6

ホ
テ
ル
・
サ
ン
ル
ート
室
蘭
内

0
5
9
- 8
6
9
1
登
別
市
中
央
町

5
丁
目
6
- 1

登
別
商
工
会
議
所
会
館
内

0
4
9
- 5
7
2
1
虻
田
郡
洞
爺
湖
町
洞
爺
湖
温
泉

54

秋
田
ビ
ル
２
階

0
4
0
- 0
0
6
4
函
館
市
大
手
町
5
番
1
0
号 ニ
チ
ロ
ビ
ル
4
階

0
4
0
- 0
0
6
4
函
館
市
大
手
町
5
番
1
0
号 ニ
チ
ロ
ビ
ル
4
階

0
4
9
- 2
3
2
5
茅
部
郡
森
町
字
本
町

6
- 2
2

森
商
工
会
議
所
内

0
4
1
- 1
1
0
4
亀
田
郡
七
飯
町
上
藤
城

1
3
7
- 6

㈲
七
飯
石
材
内

0
4
9
- 3
5
2
1
山
越
郡
長
万
部
町
本
町

長
万
部
商
工
会
館
内

0
4
0
- 0
0
6
4
函
館
市
大
手
町
5
番
1
0
号 ニ
チ
ロ
ビ
ル
4
階

0
4
3
- 0
0
4
4
檜
山
郡
江
差
町
字
橋
本
町

1
0
0

レ
スト
ラ
ン
津
花
館
内

0
4
0
- 0
0
6
4
函
館
市
大
手
町
5
番
1
0
号 ニ
チ
ロ
ビ
ル
4
階

0
4
0
- 0
0
6
4
函
館
市
大
手
町
5
番
1
0
号 ニ
チ
ロ
ビ
ル
4
階

0
4
0
- 0
0
6
4
函
館
市
大
手
町
5
番
1
0
号 ニ
チ
ロ
ビ
ル
4
階

0
4
9
- 0
1
1
1
北
斗
市
七
重
浜
8
- 4
- 1 函
館
ス
パ
ビ
ー
チ
内

0
4
9
- 1
5
0
6
松
前
郡
松
前
町
字
唐
津

8
3
- 1

ハ
ッ
ピ
ー
イト
ウ
内

0
5
9
- 0
9
0
2
白
老
郡
白
老
町
若
草
町

2
丁
目
3
- 1

白
老
観
光
セ
ン
タ
ー
内

0
5
3
- 0
0
4
2
苫
小
牧
市
表
町
1
丁
目
1
- 1
3

経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
６
階

0
5
3
- 0
0
2
2
苫
小
牧
市
表
町
2
丁
目
3
- 1
8

富
士
ビ
ル
５
階

0
5
3
- 0
0
2
2
苫
小
牧
市
表
町
2
丁
目
3
- 1
8

富
士
ビ
ル
５
階

7 8 9 1
0

由
仁
Ｒ
Ｃ
会
長
、
北
斗
Ｒ
Ｃ
幹
事
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

1
1

1
2

20
08
～
20
09
年
度

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
2
5
10
地
区
ク
ラ
ブ
会
長
･幹
事
一
覧

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
2
5
10
地
区
ク
ラ
ブ
会
長
･幹
事
一
覧

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
2
5
10
地
区
ク
ラ
ブ
会
長
･幹
事
一
覧



７
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15

Ａ
の
部
　
小
　
　
計

【
一
般
地
区
資
金
】

収
　
入
　
の
　
部

科
　
　
　
　
　
　
　
　
目

収
　
入
　
合
　
計

2
0
0
7
- 0
8
年
度

予
　
算

前
期
繰
越
金

一
般
地
区
資
金
　
　
上
期
＠

4
, 7
3
0

同
　
　
上
　
　
　
下
期
＠

4
, 7
3
0

Ｒ
Ｉ
助
成
金

ガ
バ
ナ
ー
月
信
購
読
料

雑
収
入

2
2
, 7
2
8
, 5
4
3

1
4
, 1
9
0
, 0
0
0

1
4
, 6
6
3
, 0
0
0

2
, 4
0
0
, 0
0
0

2
, 5
5
5
, 0
0
0

1
0
0
, 0
0
0

5
6
, 6
3
6
, 5
4
3

5
1
, 1
9
3
, 0
4
3

2
0
0
8
- 0
9
年
度

予
　
算

2
0
0
8
－

0
9
年
度
摘
要

1
8
, 7
0
4
, 0
4
3

1
3
, 7
1
7
, 0
0
0

1
3
, 7
1
7
, 0
0
0

2
, 4
0
0
, 0
0
0

2
, 5
5
5
, 0
0
0

1
0
0
, 0
0
0

半
期
人
数
：

2
0
0
8
- 0
9
年
度
2
, 9
0
0
人

半
期
人
数
：

2
0
0
8
- 0
9
年
度
2
, 9
0
0
人

＠
3
, 5
0
0
×
7
3
R
C
×
1
0
部

1
.

2
.

3
.

4
.

5
.

支
　
出
　
の
　
部

科
　
　
　
　
　
　
　
　
目

2
0
0
7
- 0
8
年
度

予
　
算

地
区
表
彰
費

ガ
バ
ナ
ー
記
念
品
費

5
0
0
, 0
0
0

1
0
0
, 0
0
0

6
0
0
, 0
0
0

8
0
0
, 0
0
0 0

4
0
0
, 0
0
0

1
0
0
, 0
0
0

3
5
0
, 0
0
0

1
, 6
5
0
, 0
0
0

6
1
0
, 0
0
0

4
6
, 5
0
0 0

9
1
5
, 0
0
0

1
, 5
7
1
, 5
0
0

2
0
0
, 0
0
0

5
0
0
, 0
0
0

1
, 0
0
0
, 0
0
0

4
0
0
, 0
0
0

3
0
, 0
0
0

1
0
0
, 0
0
0

1
5
0
, 0
0
0

3
0
, 0
0
0

5
0
, 0
0
0

5
0
, 0
0
0

3
0
0
, 0
0
0

1
0
0
, 0
0
0

1
5
0
, 0
0
0

1
5
0
, 0
0
0

4
0
0
, 0
0
0

3
0
0
, 0
0
0

6
0
, 0
0
0

5
0
, 0
0
0

5
0
, 0
0
0

5
0
, 0
0
0

2
0
, 0
0
0

3
0
, 0
0
0

3
0
, 0
0
0

2
0
, 0
0
0

5
0
, 0
0
0

2
0
, 0
0
0

1
0
0
, 0
0
0

1
6
0
, 0
0
0

4
, 5
5
0
, 0
0
0

1
5
0
, 0
0
0

5
0
0
, 0
0
0

1
, 2
5
0
, 0
0
0

7
0
0
, 0
0
0

1
5
0
, 0
0
0

4
0
0
, 0
0
0

2
5
0
, 0
0
0

3
, 4
0
0
, 0
0
0

1
4
, 5
8
1
, 0
0
0

4
, 8
0
0
, 0
0
0

3
, 8
0
0
, 0
0
0

1
, 2
0
0
, 0
0
0

1
, 0
5
0
, 0
0
0

5
3
0
, 0
0
0

2
0
0
, 0
0
0 0

3
7
, 9
3
2
, 5
0
0

1
8
, 7
0
4
, 0
4
3

5
6
, 6
3
6
, 5
4
3

2
0
0
8
- 0
9
年
度

予
　
算

2
0
0
8
－

0
9
年
度
摘
要

5
0
0
, 0
0
0

1
0
0
, 0
0
0

6
0
0
, 0
0
0

8
0
0
, 0
0
0 0

4
0
0
, 0
0
0

1
0
0
, 0
0
0

3
5
0
, 0
0
0

1
, 6
5
0
, 0
0
0

5
8
0
, 0
0
0

4
3
, 5
0
0

2
9
0
, 0
0
0

8
7
0
, 0
0
0

1
, 7
8
3
, 5
0
0

2
0
0
, 0
0
0

5
0
0
, 0
0
0

1
, 0
0
0
, 0
0
0

4
0
0
, 0
0
0

3
0
, 0
0
0

1
0
0
, 0
0
0

1
5
0
, 0
0
0

3
0
, 0
0
0

5
0
, 0
0
0

5
0
, 0
0
0

3
0
0
, 0
0
0

1
0
0
, 0
0
0

1
5
0
, 0
0
0

1
5
0
, 0
0
0

4
0
0
, 0
0
0

3
0
0
, 0
0
0

6
0
, 0
0
0

5
0
, 0
0
0

5
0
, 0
0
0

5
0
, 0
0
0

2
0
, 0
0
0

3
0
, 0
0
0

3
0
, 0
0
0

2
0
, 0
0
0

5
0
, 0
0
0

2
0
, 0
0
0

1
0
0
, 0
0
0

1
6
0
, 0
0
0

4
, 5
5
0
, 0
0
0

1
5
0
, 0
0
0

5
0
0
, 0
0
0

1
, 2
5
0
, 0
0
0

7
0
0
, 0
0
0

1
5
0
, 0
0
0

4
0
0
, 0
0
0

2
5
0
, 0
0
0

3
, 4
0
0
, 0
0
0

1
4
, 5
8
1
, 0
0
0

4
, 8
0
0
, 0
0
0

3
, 8
0
0
, 0
0
0

1
, 2
0
0
, 0
0
0

1
, 0
5
0
, 0
0
0

5
3
0
, 0
0
0

2
0
0
, 0
0
0 0

3
8
, 1
4
4
, 5
0
0

1
3
, 0
4
8
, 5
4
3

5
1
, 1
9
3
, 0
4
3

@
2
0
0
×
2
, 9
0
0
人

@
1
5
×
2
, 9
0
0
人

@
10
0×

2,
90
0人
､ 2
00
7-
08
年
度
より
発
足

@
3
0
0
×
2
, 9
0
0
人

地
区
国
際
奉
仕
委
員
会
に
担
当
委
員を
おき
廃
止

２
回

７
月
、
東
京
開
催

１
１
月
、
東
京
開
催

２
回

Ｉ
Ｃ
1
回
,青
少
年

2
回
他

1
3
回
発
行

1
.

2
.

A
.地
区
大
会

Ｂ
の
部
　
小
　
　
計

地
区
協
議
会

都
市
連
合
会（
IM
）

会
長
エ
レ
クト
研
修
セ
ミ
ナ
ー（
P
E
T
S
）

地
区
指
導
者
育
成
セ
ミ
ナ
ー

地
区
チ
ー
ム
研
修
セ
ミ
ナ
ー

1
.

2
.

3
.

4
.

5
.

B
. 助

成
金

Ｃ
の
部
　
小
　
　
計

ガ
バ
ナ
ー
会

（
平
和
奨
学
生
支
援
金
）

（
Ｒ
Ｉ
Ｊ
Ｙ
Ｅ
Ｃ
維
持
協
力
金
）

日
本
ロ
ー
タ
リ
ー
文
庫

1
.

2
.

C
. 負

担
金

Ｄ
の
部
　
小
　
　
計

地
区
ガ
バ
ナ
ー
指
名
委
員
会

地
区
ガ
バ
ナ
ー
諮
問
委
員
会

地
区
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
会
議

地
区
委
員
長
会
議

地
区
研
修
リ
ー
ダ
ー
会
議

地
区
ク
ラ
ブ
奉
仕
委
員
会

地
区
Ｉ
Ｃ
委
員
会

地
区
拡
大
委
員
会

地
区
会
員
増
強
委
員
会

地
区
職
業
奉
仕
委
員
会

地
区
社
会
奉
仕
委
員
会

地
区
新
世
代
委
員
会

地
区
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
委
員
会

地
区
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
委
員
会

地
区
青
少
年
交
換
委
員
会

地
区
国
際
奉
仕
委
員
会

地
区
世
界
社
会
奉
仕
委
員
会

地
区
国
際
友
好
委
員
会

地
区
ロ
ー
タ
リ
ー
財
団
委
員
会

地
区
国
際
親
善
奨
学
金
委
員
会

地
区
G
S
E
委
員
会

地
区
財
団
学
友
委
員
会

地
区
補
助
金
委
員
会

地
区
米
山
記
念
奨
学
委
員
会

地
区
米
山
学
友
委
員
会

地
区
財
務
委
員
会

地
区
オ
ン
・
ツ
ー
・
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
委
員
会

地
区
意
義
あ
る
業
績
賞
選
考
委
員
会

そ
の
他
委
員
会

予
備
費

1
.

2
.

3
.

4
.

5
.

6
.

7
.

8
.

9
.

1
0
.

1
1
.

1
2
.

1
3
.

1
4
.

1
5
.

1
6
.

1
7
.

1
8
.

1
9
.

2
0
.

2
1
.

2
2
.

2
3
.

2
4
.

2
5
.

2
6
.

2
7
.

2
8
.

2
9
.

3
0
.

D
. 会

議
費

Ｅ
の
部
　
小
　
　
計

ガ
バ
ナ
ー
会

パ
ス
ト
ガ
バ
ナ
ー
会

ロ
ー
タ
リ
ー
研
究
会

ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト
国
際
協
議
会

全
国
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト
会
議

全
国
地
区
連
絡
会
議

そ
の
他
会
議

1
.

2
.

3
.

4
.

5
.

6
.

7
.

E
. 旅

費 支
　
出
　
合
　
計

ガ
バ
ナ
ー
事
務
所
費

ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト
事
務
所
費

ガ
バ
ナ
ー
月
信
発
行
費

ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
費

地
区
文
献
資
料
室
費

地
区
IC
活
動
費

総
予
備
費

臨
時
支
出
金

F
.
G
.
H
. I. J
.
K
.
L
.
M
.

次
期
繰
越
金

総
　
　
　
　
　
計

【
特
別
地
区
資
金
】

収
　
入
　
の
　
部

科
　
　
　
　
　
　
　
　
目

収
　
入
　
合
　
計

2
0
0
7
- 0
8
年
度

予
　
算

前
期
繰
越
金

一
般
地
区
資
金
　
　
上
期
＠

3
, 8
2
0

同
　
　
上
　
　
　
下
期
＠

3
, 8
2
0

雑
収
入

4
, 8
7
6
, 1
0
7

1
1
, 4
6
0
, 0
0
0

1
1
, 8
4
2
, 0
0
0 0

2
8
, 1
7
8
, 1
0
7

2
0
0
8
- 0
9
年
度

予
　
算

2
0
0
8
－

0
9
年
度
摘
要

4
, 8
7
7
, 3
5
7

1
1
, 0
7
8
, 0
0
0

1
1
, 0
7
8
, 0
0
0 0

2
7
, 0
3
3
, 3
5
7

半
期
人
数
：

2
0
0
8
- 0
9
年
度
2
, 9
0
0
人

半
期
人
数
：

2
0
0
8
- 0
9
年
度
2
, 9
0
0
人

1
.

2
.

3
.

支
　
出
　
の
　
部

科
　
　
　
　
　
　
　
　
目

総
　
　
　
　
　
計

2
0
0
7
- 0
8
年
度

予
　
算

地
区
大
会

地
区
協
議
会

5
, 3
3
7
, 5
0
0

3
, 2
3
3
, 0
0
0

8
, 5
7
0
, 5
0
0

1
, 5
7
3
, 8
0
0

2
, 0
2
5
, 2
0
0

3
6
6
, 0
0
0

4
, 8
8
0
, 0
0
0

1
2
2
, 0
0
0

1
, 9
8
2
, 5
0
0

6
1
0
, 0
0
0

2
, 5
1
5
, 0
0
0

1
5
8
, 6
0
0

3
9
3
, 4
5
0

4
2
, 7
0
0

6
1
, 0
0
0

1
4
, 7
3
0
, 2
5
0 0 0

2
3
, 3
0
0
, 7
5
0

4
, 8
7
7
, 3
5
7

2
8
, 1
7
8
, 1
0
7

2
0
0
8
- 0
9
年
度

予
　
算

2
0
0
8
－

0
9
年
度
摘
要

5
, 3
3
6
, 0
0
0

3
, 2
3
0
, 6
0
0

8
, 5
6
6
, 6
0
0

1
, 2
5
8
, 6
0
0

1
, 6
1
8
, 2
0
0

3
2
7
, 7
0
0

3
, 9
0
3
, 4
0
0

1
0
7
, 3
0
0

1
, 5
8
3
, 4
0
0

5
4
8
, 1
0
0

8
4
9
, 7
0
0

1
3
9
, 2
0
0

3
5
3
, 8
0
0

3
7
, 7
0
0

2
, 8
6
2
, 3
0
0

1
3
, 5
8
9
, 4
0
0 0 0

2
2
, 1
5
6
, 0
0
0

4
, 8
7
7
, 3
5
7

2
7
, 0
3
3
, 3
5
7

＠
1
, 8
4
0

＠
1
, 1
1
4

＠
4
3
4

＠
5
5
8

＠
1
1
3

＠
1
, 3
4
6

＠
3
7

＠
5
4
6

＠
1
8
9

＠
2
9
3

＠
4
8

＠
1
2
2

＠
1
3

＠
9
8
7

1
.

2
.

Ａ
の
部
　
小
　
　
計

A
. 負

担
金

地
区
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
事
業
費

地
区
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
事
業
費

地
区
新
世
代
活
動
事
業
費

地
区
青
少
年
交
換
事
業
費

地
区
社
会
奉
仕
事
業
費

地
区
世
界
社
会
奉
仕
事
業
費

地
区
財
団
奨
学
生
事
業
費

地
区
Ｇ
Ｓ
Ｅ
事
業
費

地
区
財
団
学
友
事
業
費

そ
の
他
の
事
業
費

世
界
平
和
奨
学
金
事
業
費

予
備
費

1
.

2
.

3
.

4
.

5
.

6
.

7
.

8
.

9
.

1
0
.

1
1
.

1
2
.

Ｂ
の
部
　
小
　
　
計

B
. 事
業
費

規
定
審
議
会
代
議
員
費

臨
時
支
出
金

C
.
D
.

支
　
出
　
合
　
計

次
期
繰
越
金

ガ
バ
ナ
ー
事
務
所
費
の
内
訳
明
細
　

科
　
　
　
　
　
　
　
　
目

合
　
　
　
　
　
計

2
0
0
7
- 0
8
年
度

予
　
算

給
与
手
当

家
賃
･光
熱
費

リ
ー
ス
料

事
務
用
品
費

印
刷
費

登
録
料
な
ど
負
担
金

会
議
費

通
信
費

旅
費
交
通
費

渉
外
費

資
料
費

備
品
費

地
区
要
覧
費

ガ
バ
ナ
ー
補
佐
事
務
費

雑
費

予
備
費

4
, 3
0
5
, 0
0
0

2
, 7
7
6
, 0
0
0

6
0
0
, 0
0
0

2
4
0
, 0
0
0

8
0
0
, 0
0
0

1
5
0
, 0
0
0

3
6
0
, 0
0
0

5
4
0
, 0
0
0

8
4
0
, 0
0
0

4
8
0
, 0
0
0

2
4
0
, 0
0
0

1
0
0
, 0
0
0

7
0
0
, 0
0
0

1
, 2
0
0
, 0
0
0

1
, 0
0
0
, 0
0
0

2
5
0
, 0
0
0

1
4
, 5
8
1
, 0
0
0

2
0
0
8
- 0
9
年
度

予
　
算

2
0
0
8
－

0
9
年
度
摘
要

4
, 3
0
5
, 0
0
0

2
, 7
7
6
, 0
0
0

6
0
0
, 0
0
0

2
4
0
, 0
0
0

8
0
0
, 0
0
0

1
5
0
, 0
0
0

3
6
0
, 0
0
0

5
4
0
, 0
0
0

8
4
0
, 0
0
0

4
8
0
, 0
0
0

2
4
0
, 0
0
0

1
0
0
, 0
0
0

7
0
0
, 0
0
0

1
, 2
0
0
, 0
0
0

1
, 0
0
0
, 0
0
0

2
5
0
, 0
0
0

1
4
, 5
8
1
, 0
0
0

@
1
0
0
, 0
0
0
×
1
2
人

1
.

2
.

3
.

4
.

5
.

6
.

7
.

8
.

9
.

1
0
.

1
1
.

1
2
.

1
3
.

1
4
.

1
5
.

1
6
.

（
収
　
入
）

1
.前
期
繰
越
金
は
2
0
0
6
- 0
7
年
度
決
算
確
定
額
よ
り
2
0
0
7
- 0
8
年
度
地
区
予
算
で
予
定
さ
れ
る
支
出
額
を
差
引
い
て
計
上
し
た
。

2
.地
区
資
金
の
人
頭
分
担
金
は
前
年
度
と
同
額
と
し
一
般
地
区
資
金
、１
人
年
額

9
，
4
6
0
円
、
特
別
地
区
資
金
、１
人

7
，
6
4
0
円
と

し
た
。

3
.地
区
内
会
員
数
は
会
員
減
少
を
踏
ま
え
て
、
上
期
・
下
期
と
も
２
，９
００
人
で
予
定
し
た
。

4
.人
頭
分
担
金
に
よ
り
年
度
資
金
を
賄
う
こ
と
が
難
し
い
の
で
繰
越
金
に
よ
り
補
填
を
す
る
。

（
支
　
出
）

一
般
地
区
資
金
関
係

1
. 2
0
0
8
- 0
9
年
度
は
都
市
連
合
会（
ＩＭ
）開
催
支
援
の
た
め
の
予
算
を
計
上
し
な
い
。

2
. 2
0
0
7
- 0
8
年
度
よ
り
ＲＩ
Ｊ
ＹＥ
Ｃ
維
持
協
力
金
の
支
出
が
開
始
さ
れ
た
た
め
予
算
を
計
上
し
た
。

3
.そ
の
他
、
基
本
的
に
前
年
度
予
算
を
踏
襲
し
た
。

特
別
地
区
資
金
関
係

1
. 2
0
0
8
- 0
9
年
度
は
Ｇ
ＳＥ
受
入
･派
遣
準
備
年
度
と
な
る
た
め
、
地
区
Ｇ
ＳＥ
事
業
費
を
前
年
度
よ
り
減
額
し
た
。

2
. 2
0
0
8
- 0
9
年
度
は
規
定
審
議
会
が
開
催
さ
れ
な
い
た
め
予
算
を
計
上
し
な
い
。

3
.事
業
費
に
対
し
て
一
律
予
算
１０
０
万
円
以
下
は
１０
％
カ
ッ
ト
、
予
算
１０
０
万
円
以
上
は
２０
％
カ
ッ
ト
し
て
あ
り
ま
す
。
尚
、
カ
ッ
ト

し
た
金
額
は
予
備
費
に
計
上
し
必
要
に
応
じ
て
支
出
を
検
討
し
た
い
。
地
区
Ｇ
ＳＥ
事
業
費
は

2
0
0
5
～

0
6
年
度
実
績
と
同
額
を

計
上
し
て
あ
り
ま
す
。

4
.そ
の
他
、
基
本
的
に
前
年
度
予
算
を
踏
襲
し
た
。

20
08
-0
9年
度
予
算
の
説
明

20
08
～
20
09
年
度

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
2
5
10
地
区
　
地
区
予
算

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
2
5
10
地
区

地
区
予
算

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
2
5
10
地
区

地
区
予
算



報 告 事 項

＊半期報告
ＲＩ日本事務局
写：ガバナー事務所

報　告　先

書類はＲＩ日本事務局から直接幹事へ送付されます。
ａ.半期報告　　ｂ.会員リスト
2008年7月1日、2009年1月1日付で送付して下さい。

報告書式・方法およびその時期

2008～2009年度

ロータリー定期報告関係一覧ロータリー定期報告関係一覧ロータリー定期報告関係一覧

国際ロータリー
取扱分･送金明細書
（人頭分担金･比例人頭
分担金･資料代･ＷＣＳ）

ＲＩ日本事務局
写：ガバナー事務所

人頭分担金・資料代：2008年７月１日付で作成
（半期報告書） 2009年１月１日付で作成

比例人頭分担金・資料代：2008年10月１日付で作成
（四半期報告書） 2009年４月１日付で作成

＊新会員の報告
ＲＩ日本事務局
写：ガバナー事務所

書式見本は｢幹事要覧（P.32）会員情報書式｣に掲載
新会員入会の都度報告します。

＊会員退会届け
ＲＩ日本事務局
写：ガバナー事務所

書式見本は｢幹事要覧（P.32）会員情報書式｣に掲載
会員が退会した時に報告します。

＊会員の情報変更
ＲＩ日本事務局
写：ガバナー事務所

書式見本は｢幹事要覧（P.32）会員情報書式｣に掲載
会員の記載事項が変更になった時報告します。

月次出席報告 ガバナー事務所
毎月、最終例会終了後１５日以内に報告して下さい。
書式は「会員数および出席報告」をコピーしてご使用下さい。

＊役員または
例会情報の変更

ＲＩ日本事務局
写：ガバナー事務所
写：グループ内クラブ
写：担当ガバナー補佐

クラブ会長、幹事の氏名及び住所並びに例会場･例会時刻等
の変更があった場合、直ちに報告が必要です。
グループ担当ガバナー補佐へのご連絡もお願い致します。

＊公式名簿記載資料
ＲＩ日本事務局
写：ガバナー事務所
写：ガバナーエレクト事務所

ＲＩから次年度クラブ役員の公式名簿記載資料が、10～11

月頃送付されます。次年度クラブ役員をもれなく記載し12

月末迄に各々ご送付下さい。

地区大会
選挙人指名､信任状証明書

地区大会信任状委員会
信任状委員会が発行する信任状に記載します。
信任状は選挙人が地区大会に持参することになります。

ＲＩ国際大会
代議員の選任､委任状に
よる代理者の指定､信任状

国際大会信任状委員会

ＲＩから信任状が送付されてきます。
会員数、代議員数、代議員の選定日を記入し会長、幹事の
署名をします。代議員に関してはクラブで代議員を定める
か、慣例的に代理者をガバナー･エレクトに指定することが
多くなっています。

ロータリー財団
ＲＩ日本事務局
写：ガバナー事務所

寄付を実践した場合、「ロータリー財団への寄付･送金明細
書」に記入し提出して下さい。
寄付金の振込口座は次頁をご覧下さい。

（財）ロータリー
米山記念奨学会

（財）ロータリー
米山記念奨学会
写：ガバナー事務所

寄付を実践した場合、各クラブへ送付されている振込用紙
に記入し提出して下さい。
寄付金の振込口座は次頁をご覧下さい。

＊印の報告書はＲＩウェブサイト（www.rotary.org）の｢会員アクセスページ｣を通じて行えます。
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ロ
　
ー
　
タ
　
リ
　
ー
　
財
　
団
　
寄
　
付

2008～2009年度

ロータリー定期報告先所在地･連絡先と送金の振込口座一覧ロータリー定期報告先所在地･連絡先と送金の振込口座一覧ロータリー定期報告先所在地･連絡先と送金の振込口座一覧

名　　称

国際ロータリー

所　在　地

Rotary International
One Rotary Center
1560 Sherman Avenue
Evanston, Illinois
60201 U.S.A.

TEL

1-847-866-3000

FAX

1-847-328-8554
または

1-847-328-8281

送金の目的･種別

特記事項
1.ロータリーレートはRIより連絡があります。
円に換算時の端数は送金合計金額で切り上げて処理し
て下さい。

2.振込手数料は各クラブでご負担をお願い致します。
3.送金期限を厳守願います。

銀行振込口座

ロータリー財団

The Rotary Foundation
One Rotary Center
1560 Sherman Avenue 
Evanston, Illinois
60201-3698 U.S.A.

寄付増進関係
1-847-866-3222
人道的プログラム
1-847-866-3304

1-847-328-5260
1-847-866-1894

国際ロータリーへの振込
（人頭分担金･比例人頭分担

金･資料代･ＷＣＳ等）

三井住友銀行
新宿通支店
普通預金6733244
国際ロータリー日本事務局
事務局長大島四郎

税 制 上 の 優 遇
措 置 扱 い 分
（20万円以上の教育的
分野への寄付、恒久基
金と年次プログラム基
金の区別は問わない）

三井住友銀行
本店営業部
普通預金8719834
国際ロータリー日本事務局
日本ロータリー奨学金委員会
所長大島四郎

個人又は法人が10万円
以上20万円未満の年次
寄付をする場合

三菱東京UFJ銀行
赤羽駅前支店
普通預金1568210
特定非営利活動法人
ロータリー日本財団
理事長　岩井敏

クラブ寄付､ポリオ･
プ ラス 、税 制 上 の
優遇措置を受けない
恒久基金、1 0万円
未満の年次寄付など

三井住友銀行
本店営業部
普通預金0968049
国際ロータリー日本事務局
事務局長大島四郎

三菱東京UFJ銀行
本店
普通預金1528228
国際ロータリー日本事務局
事務局長大島四郎

三井住友銀行
新宿通支店
普通預金0100707
国際ロータリー日本事務局
事務局長大島四郎

米ドル建の振込

国
　
際
　
ロ
　
ー
　
タ
　
リ
　
ー
　
日
　
本
　
事
　
務
　
局

〒115-0045
東京都北区赤羽2-51-3

NS3ビル1階

奉仕室
03-3903-3161

財団室
03-3903-3192

経理室
03-3903-3183

資料室
03-3903-3194

03-3903-3781
（各室共通）

北洋銀行東屯田支店
普通預金 3543412
国際ロータリー第2510地区
財務委員長北島　清

一般地区資金
特別地区資金
ガバナー月信購読料

第2510地区
ガバナー事務所

〒060-0042
札幌市中央区大通西11丁目

大通藤井ビル7F
011-207-2510 011-207-2512

三井住友銀行
浜松町支店
普通預金6326314
ロータリーの友事務所

ロータリーの友購読料ロータリーの友事務所
〒105-0011
東京都港区芝公園2-6-15

黒龍芝公園ビル4階
03-3436-6651 03-3436-5956

三井住友銀行
京橋支店
普通預金0920373
（財）ロータリー米山記念奨学会

普　通　寄　付
特　別　寄　付

（財）ロータリー米山
記念奨学会

〒105-0011
東京都港区芝公園2-6-15

黒龍芝公園ビル3階
03-3434-8681 03-3578-8281
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２ 　 ０ 　 ０ 　 ９ （ 平 　 成 　 2
1 年 　 ）２ ０ ０ ８ （ 平 　 成 　 2
0 年 　 ）

各
ク
ラ
ブ
半
期
報
告
､人
頭
分
担
金
送
金

0
8
- 0
9
財
団
奨
学
生
壮
行
会

0
7
- 0
8
青
少
年
交
換
長
期
派
遣
生
帰
国

0
8
- 0
9
青
少
年
交
換
長
期
派
遣
生
出
発

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
海
外
研
修

0
8
- 0
9
ア
メ
リ
カ
･カ
ナ
ダ
･フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
受
入
学
生
来
日

地
区
野
球
大
会（
岩
見
沢
市
）

青
少
年
交
換
学
生
秋
期
キ
ャ
ン
プ

米
山
奨
学
生
研
修
旅
行
予
定

地
区
大
会
記
念
囲
碁
大
会

地
区
大
会
記
念
ゴ
ル
フ
大
会

地
区
年
次
大
会（
ロ
イ
ト
ン
札
幌
他
）

地
区
指
導
者
育
成
セ
ミ
ナ
ー

ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
北
海
道
交
流
会

次
期
地
区
ガ
バ
ナ
ー
補
佐
会
議
予
定

各
ク
ラ
ブ
半
期
報
告
､人
頭
分
担
金
送
金

ガ
バ
ナ
ー
補
佐
会
議

青
少
年
交
換
短
期
派
遣
生
選
考
試
験

2
0
0
9
学
年
度
米
山
奨
学
生
選
考
試
験

Ｗ
Ｃ
Ｓ
検
証
ツ
ア
ー（
予
定
）

1
0
- 1
1
国
際
親
善
奨
学
生
応
募
開
始

財
団
学
友
帰
国
報
告
会
予
定

ガ
バ
ナ
ー
補
佐
研
修
セ
ミ
ナ
ー
予
定（
砂
川
）

サ
ッ
ポ
ロ
･イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ナ
イ
ト
参
加（
青
少
年
交
換
）

2
0
0
9
年
３
月
終
了
米
山
奨
学
生
歓
送
会
予
定

地
区
チ
ー
ム
研
修
セ
ミ
ナ
ー
／
会
長
エ
レ
ク
ト
研
修
セ
ミ
ナ
ー

会
長
エ
レ
ク
ト
研
修
セ
ミ
ナ
ー

地
区
Ｒ
財
団
セ
ミ
ナ
ー
、
地
区
米
山
セ
ミ
ナ
ー
（
砂
川
）

0
9
- 1
0
国
際
親
善
奨
学
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

青
少
年
交
換
学
生
春
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国際ロータリー第2510地区
2008～2009年度 地区大会のご案内

ガ バ ナ ー 矢橋　温郎
大会実行委員長　八木　昌興
札幌西ＲＣ会長　石谷　邦彦

2008～2009年度の地区大会は、以下の日程で開催いたします。今回は、「夢をかたちに」と
いう国際ロータリーのテーマを受けて「北海道　その夢」というテーマを掲げて、北海道にゆか
りのある講師を2名お招きしております。多くのロータリアンおよびご家族のご参加をお待ち申
し上げております。

2008年 10月13日（月） 記念囲碁大会 ………………日本棋院北海道本部
10月24日（金） 記念ゴルフ大会……………札幌南カントリークラブ
10月25日（土） ［大会第1日］…………………ロイトン札幌

会長・幹事会
地区指導者育成セミナー
ＲＩ会長歓迎晩餐会

10月26日（日） ［大会第2日］………………ロイトン札幌
本会議
記念講演会（寺島実郎氏、三浦雄一郎氏）
記念懇親会 …………………北海道厚生年金会館
スパウス・プログラムもございます。

ご登録に関しては、各クラブに登録申込関係書類を送付いたしますので、クラブ単位で申込ください。
申込期限は2008年8月15日（金）とさせていただきます。

地区大会実行委員会事務局：E-mail：rid2510dcc2008@sc-ltd.co.jp
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《例会曜日・例会時間・例会場の変更等について》

●岩 見 沢 Ｒ Ｃ：７月１日より例会曜日が下記の通り変更になります。
旧例会曜日：金曜日　１２：３０　→　新例会曜日：木曜日　１２：３０

●札幌あけぼのＲＣ：７月１日より定例夜間例会（第１例会日）を廃止します。
また、本来の例会場｢石屋製菓｣の体制がまだ整っていないため、暫定的例会場と
暫定的休会受付場所は下記の通りです。宜しくお願い致します。
◆暫 定 的 例 会 場：寿司の松よし

札幌市西区西野2条９丁目 電話０１１－６６２－６４１１
◆暫定的休会受付場所：札幌あけぼのロータリークラブ事務局

札幌市西区宮の沢２条３丁目１０－３ 電話０１１－６７１－６５８９
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2008－2009年度ガバナー公式訪問に関するお願い
公式訪問は、「公式訪問日程」の通り７月１５日、江別西ロータリークラブから始まります。貴クラブ

への訪問を有意義なものとするためにも、下記の事項についてお手配とご協力を賜りますよう宜しくお
願い申し上げます。

1 公式訪問に必要な書類 2 会長・幹事懇談会

3 クラブ例会

下記の書類は貴クラブ訪問日の２週間前まで
にガバナー事務所へお送りください。

①クラブ定款と細則

②今年度（2008-2009）クラブ活動計画書
と前年度（2007-2008）活動報告書
※公式訪問が７月のクラブで未決定の場合は、前年度分
で代用可能です。

③充填・未充填職業分類表

④会員名簿

⑤クラブ会報（最近の４～５回分）

⑥過去５年間の年度別会員入退会数および
退会者のクラブ在籍年数

⑦貴クラブの特徴（クラブの自慢、良い事業
等）をご紹介ください。

①会長・幹事の他に会長エレクトも必ずご出
席ください。

①和やかで楽しく例会を行うためにも、より
多くの会員に出席を奨励してください。
②ご連絡戴いた地元公共機関へのご挨拶は喜
んで訪問させて戴きます。
③訪問時のお心遣いは、お気持ちだけ戴き固
くご辞退致します。

4 報　　　告
クラブ幹事は、公式訪問の記録とスナップ写
真3枚を、訪問終了後1週間以内に、ガバナー
事務局に送付してください。
（メールで送っていただければ、なお幸いです。）

文 庫

通 信

新年度にあたり改めてご挨拶申し上げます。本ロータリー文庫には、常々一方ならぬご協力、ご愛顧
を賜り衷心から感謝致しております。今更申し上げるまでもなく、［ロータリー文庫］は日本ロータリー
50周年記念事業の一つとして1970年に設立され、38年の歴史を誇る全日本ロータリアンの資料室です。
ここにはロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約2万余点が収集・分類・整備され、皆様の

ご利用に備えております。
ロータリーの研究や諸活動のため、ぜひご利用くださるようお待ちいたしております。

文庫資料は自由に閲覧できますが、電話や書信によるお
問合わせも承ります。お問合わせは間接では要領を得な
い場合がありますので、なるべくご本人から直接お願い
致します。

［文庫資料をご希望の場合は］
●発行先に在庫のある資料については、発行先をご紹介致し
ます。

●絶版のものは実費（1枚20円＋送料）でコピーサービスを致し
ます。一部PDFで閲覧できます。

●重複資料はご希望により無料進呈致します。
●ビデオテープは有料でダビングを致します。

［貸　出　し］
●視聴覚資料（スライド・フィルム）は予約制（申し込み用紙有）
で貸出し致します。

［登録資料の紹介］
●「資料目録」をクラブ事務所に備付用としてお送りしてありま
すので、ご利用願います。「目録」をご希望の場合はお申し込
みください。

●「ガバナー月信」に「文庫通信」欄を設けさせて頂き、皆様のご
参考になるような資料の紹介を致しております。

●「ホームページ」を開設しております。分類別に検索可能です。

［ご　寄　贈］
●個人の著作、クラブ発行のもの、地区発行のもの等々、いず
れも内外を問わずロータリーに関する資料をご寄贈願います。
文庫に保存して皆様のお役に立てさせて頂きます。

〒105-0011  東京都港区芝公園2-6-15 黒龍芝公園ビル3F
TEL（03）3433－6456  FAX（03）3459－7506
http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館＝午前10時～午後5時　休館＝土・日・祝祭日

利

用

方

法

7月のロータリーレート　1ドル＝106円
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国際ロータリー第2510地区 2008年
～2009年度ガバナー月信の発行にあた

り、各号の表紙の構成を始めた。ここ5年間の月信も参考に拝見
した。矢橋温郎ガバナーが所属する札幌西ロータリークラブに
は、3～4名のセミプロ写真家が席を置いている。この方々の写
真を拝見する機会も今までに何度もあった。
それらの中から、第2510地区内の四季折々の季節感を表した

自然・風景等を、No.1～No.13号までの表紙に使用させてもら
うことに決めた。これからの1年間、ガバナー月信の中身はもと
より、表紙も楽しみに各号の出版をお待ち戴きたい。作品を提
供してくれた仲間に感謝する次第です。 （武田）

6月8日開催の新旧地区ガバナー補佐・委員長合同引継会議後
の懇親会の席上、佐藤泰視次期ガバナー補佐（第6グループ担当）
より、昨日、倶知安ＲＣの斎藤知之新会長の結婚祝賀会に出席
した話が出て我がテーブル一同大いに沸き立った。
新年度を迎え、会長就任と結婚の二重のお慶びにお祝い申し

上げます。 （大金）

編 集 後 記
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ガバナー事務所
〒060-0042 札幌市中央区大通西11丁目4 大通藤井ビル7F 電話（０１１）２０７－２５１０ ＦＡＸ（０１１）２０７－２５１２
E-mail：ｒｉｄ２５１０＠ｎｉｆｔｙ．ｃｏｍ 執務時間：１０：００～１７：００（土・日・祝祭日休み）

ガバナー事務所からのお願い
1．クラブの出席報告について
毎月の最終例会から15日以内にガバナー事務所へ提出するようにお願い致します。（FAX、メールもしくは電話可）

2．変更等のご報告について
新会員、退会者、会員資格変更、クラブ事務所、例会場、例会日、時間の変更、会長、幹事等の移動の場合、所
定の手続きによりご報告ください。
新しく会員が入会された時は写真を同封の上、氏名、入会日、職業分類をお知らせください。
また、会員にご不幸があった場合には、氏名、年齢、ロータリー歴、写真を同封の上、至急ご報告をお願い致します。

3．クラブの移動例会等について
地区内他クラブに周知して頂くため、変更日の50日前までにご連絡ください。

4．各月ごとのクラブ会報について
当該月の最終例会終了後、まとめて毎月ご送付ください。

5．ガバナー月信への原稿寄稿について
特にクラブの活動、トピックス、地域内の話題等、400字前後に写真1～2枚をご同封願えればと考えています。
原稿締切り日は毎月10日です。（メールでも可）

2008－2009年度　ガバナー事務所スタッフ
地区代表幹事

大金　武夫
（札幌西ＲＣ）
担当：総括

地区幹事

武田　　智
（札幌西ＲＣ）

担当：主として四大奉仕

地区幹事

上出　利光
（札幌西ＲＣ）

担当：主として新世代

地区幹事

石丸修太郎
（札幌西ＲＣ）

担当：主として財団・米山

地区幹事

神部　洋史
（滝川ＲＣ）

担当：2009－2010年度関係

地区財務委員長

北島　　清
（札幌西ＲＣ）
担当：財務関係

地区財務委員

川端　忠範
（札幌西ＲＣ）
担当：会計

地区財務委員

菊地　喜久
（函館五稜郭ＲＣ）
担当：財務関係

地区財務委員

鈴木　英也
（滝川ＲＣ）

担当：2009－2010年度財務

ロータリーの友地区委員

橋本　信夫
（札幌西ＲＣ）

担当：ロータリーの友関係

次年度（2009年）、長期青少年交換留学生を右記の様
に募集いたします。ご希望のクラブは応募されますようお
願いいたします。尚、本プログラムはロータリアンの子女、
孫も応募することが可能なプログラムです。留学先の希
望は伺いますが、最終決定は面接後になりますのでご理解
の上ご検討、ご応募ください。ホストファミリーが1クラ
ブでは困難な場合は、マルチというグループや近隣のクラ
ブで共同する方法もありますので是非、ご応募ください。
不明な点は委員会までご質問ください。

１、募 集 期 間 2008年9月30日締め切り
２、派 遣 地 区 アメリカ、オーストラリア（受入1月）

カナダ、フィンランド
３、派 遣 期 間 2009年7月～8月から1年間
４、募 集 人 数 15歳～19歳未満の男女、7～8名
５、面接、説明会 10月上旬予定（委員会より応募者に連絡。）
６、申 し 込 み 〒004-0021 札幌市厚別区青葉町9丁目4-15

国際ロータリー第2510地区青少年交換委員会
事務局　土田義也
TEL 090-8706-4847   FAX 011-802-2512

募 集 内 容

2009～2010年度長期青少年交換留学生募集
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